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国
土
交
通
省
は
、
２
０

２
５
年
４
月
施
行
の
改
正

建
築
基
準
法
に
よ
り
「
４

号
特
例
」
を
見
直
し
、
こ

れ
ま
で
免
除
さ
れ
て
き
た

「
４
号
建
築
物
」
へ
の
大

規
模
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す

る
確
認
申
請
を
義
務
付
け

た
。
違
反
に
は
罰
則
（
１

年
以
下
の
拘
禁
刑
ま
た

は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰

金
）
が
課
せ
ら
れ
る
。

◆

　

そ
も
そ
も「
４
号
特
例
」

と
は
、「
４
号
建
築
物
」（
２

階
建
て
以
下
の
小
規
模
な

木
造
住
宅
等
）
に
適
用
さ

れ
る
特
例
の
こ
と
で
、
通

常
は
確
認
申
請
が
必
要
に

な
る
よ
う
な
大
規
模
な
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
の
場
合

で
も
、「
建
築
士
が
設
計

を
し
て
い
る
」、
あ
る
い

は
「
建
築
士
が
設
計
図
書

ど
お
り
に
施
工
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て

い
る
」
な
ど
一
定
の
条
件

を
ク
リ
ア
す
れ
ば
審
査
を

省
略
で
き
る
と
い
う
制
度

で
あ
る
。「
４
号
建
築
物
」

は
多
く
の
戸
建
住
宅
が
該

当
し
て
お
り
、「
４
号
特

例
」
の
存
在
は
リ
フ
ォ
ー

ム
需
要
の
拡
大
に
も
大
き

く
寄
与
し
て
き
た
。

　

今
回
、「
４
号
特
例
」が

見
直
さ
れ
た
背
景
と
は
、

２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向

け
た
住
宅
の
省
エ
ネ
化
推

進
が
あ
る
。
２
０
２
５
年

４
月
か
ら
原
則
す
べ
て
の

住
宅
を
含
む
す
べ
て
の
建

築
物
に
省
エ
ネ
基
準
へ
の

適
合
が
義
務
付
け
ら
れ
た

が
、
既
存
住
宅
の
大
多
数

を
占
め
る「
４
号
建
築
物
」

の
大
規
模
リ
フ
ォ
ー
ム
に

お
い
て
建
築
確
認
申
請
が

免
除
さ
れ
て
い
る
状
態
で

は
、
省
エ
ネ
基
準
適
合
の

チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
な
い
た

め
だ
。
今
回
の
改
正
に
よ

り
既
存
住
宅
の
省
エ
ネ
化

を
よ
り
推
進
す
る
。

　

具
体
的
な
「
４
号
特

例
」
の
見
直
し
内
容
で
あ

る
が
、
ま
ず
「
４
号
建
築

物
」
が
「
新
２
号
建
築
物
」

と
「
新
３
号
建
築
物
」
に

区
分
さ
れ
る
。「
新
２
号
建

築
物
」
と
は
木
造
２
階
建

て
以
上
、
ま
た
は
木
造
平

屋
建
て
で
延
床
面
積
が
２

０
０
㎡
を
超
え
る
建
物
、

一
方
の
「
新
３
号
建
築
物
」

は
延
床
面
積
２
０
０
㎡
以

下
の
平
屋
建
て
が
該
当
す

る
。
こ
の
う
ち
「
新
２
号

建
築
物
」
の
大
規
模
な
リ

フ
ォ
ー
ム
に
確
認
申
請
が

必
要
と
な
る
（「
新
３
号
建

築
物
」は
引
き
続
き
不
要
）。

　

そ
れ
で
は
建
築
確
認
申

請
が
必
要
と
な
る
大
規
模

リ
フ
ォ
ー
ム
と
は
ど
の
よ

う
な
工
事
な
の
か
。

　

定
義
と
し
て
は
主
要
構

造
部
（
屋
根
・
壁
・
柱
・

梁
・
床
・
階
段
）
の
う
ち

一
つ
以
上
に
つ
い
て
過
半

の
修
繕
や
模
様
替
え
を
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

国
交
省
で
は
、
こ
の
定
義

の
判
断
を
分
か
り
や
す
く

ま
と
め
た
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー

ト
（
左
表
）
を
公
表
し
て

い
る
の
で
、
そ
れ
を
も
と

に
説
明
し
て
い
く
。

　

ま
ず
主
要
構
造
部
を
改

修
す
る
の
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
。
主
要
構
造
部
と

は
屋
根
・
壁
・
柱
・
梁
・
床
・

階
段
の
こ
と
で
、
構
造
上

重
要
で
は
な
い
間
仕
切
壁

や
間
柱
、
ひ
さ
し
、
局
部

的
な
小
階
段
な
ど
は
構
造

に
含
ま
れ
な
い
。
そ
の
た

め
キ
ッ
チ
ン
や
ト
イ
レ
、

ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
な
ど
水
回

り
の
み
の
交
換
工
事
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
の
た
め
の

「
４
号
特
例
」の
見
直
し
で
確
認
申
請
が
必
要
に

木
造
戸
建
住
宅
の
大
規
模
リ
フ
ォ
ー
ム

2面 	 登録内装工事基幹技能者講習日程

3面 	人材開発支援助成金について

4面 	日リ協コラム51

5面 	談話室　広島組合副理事長

8面 	最前線探訪97
	 　広島県室内装飾事業協同組合

主 な ニ ュ ー ス

手
す
り
や
ス
ロ
ー
プ
設
置

工
事
、
さ
ら
に
壁
紙
、
床

材
の
張
替
え
な
ど
構
造
が

か
ら
ま
な
い
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
は
、「
新
２
号
建
築

物
」
で
あ
っ
て
も
こ
れ
ま

で
通
り
建
築
確
認
申
請
は

不
要
と
な
る
。

　

次
に
、
主
要
構
造
部
を

改
修
す
る
場
合
で
あ
る
が
、

規
模
が
過
半
で
な
け
れ
ば

こ
ち
ら
も
建
築
確
認
申
請

は
不
要
だ
。
過
半
の
判
断

は
主
要
構
造
部
ご
と
に
行

い
、
一
箇
所
で
も
過
半
と

な
っ
た
場
合
は
建
築
確
認

申
請
が
必
要
と
な
る
。

　

内
装
事
業
者
が
受
注
す

る
ケ
ー
ス
の
多
い
イ
ン
テ

リ
ア
リ
フ
ォ
ー
ム
の
多
く

は
該
当
し
な
い
が
、
近
年

は
フ
ル
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
大
規
模
リ
フ
ォ
ー
ム

の
要
望
は
増
加
し
て
い

る
。
そ
の
際
は
十
分
な
注

意
が
必
要
と
な
る
。

木造戸建のリフォームにおける建築確認手続の要否判断（フローチャート）

出所：国土交通省

出所：国土交通省

【4号建築物の区分を変更】

大規模リフォームにおける
確認申請の必要性

建築物の種類 改正前 改正後

木造平屋建て
（200㎡以下） 不要 不要

木造平屋建て
（200㎡超） 不要 必要

木造 2階建て 不要 必要

木造 3階建て以上など 必要 必要
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日
装
連
で
は
、
４
月
２

日
13
時
30
分
よ
り
日
Ｉ

Ｄ
・
教
育
資
格
委
員
会
を

開
催
し
た
。

　

冒
頭
、
大
石
担
当
副
理

事
長
よ
り
本
日
の
議
案
事

項
へ
の
活
発
な
議
論
を
お

願
い
す
る
旨
の
挨
拶
が
行

わ
れ
、
そ
の
後
会
議
次
第

に
則
り
討
議
が
行
わ
れ
た
。

報
告
・
審
議
事
項

①
２
０
２
４
年
度 

委
員
会
事

業
報
告（
案
）の
承
認
に
つ
い
て

　

ま
ず
事
務
局
員
よ
り
２

０
２
４
年
度 
委
員
会
事

業
報
告（
案
）の
読
み
上
げ

が
行
わ
れ
た
。
報
告
内
容

は
主
に
実
施
初
年
度
と
な

っ
た
「
日
装
連
イ
ン
テ
リ

ア
デ
コ
レ
ー
タ
ー
社
内
検

定
（
以
下
、
日
Ｉ
Ｄ
）」

試
験
に
つ
い
て
、
及
び
技

能
検
定
「
化
粧
フ
ィ
ル
ム

工
事
作
業
」
試
験
に
つ
い

て
で
あ
っ
た
。
特
段
異
論

な
く
全
委
員
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。
併
せ
て
２
０
２

４
年
度
に
実
施
さ
れ
た
日

　

日
装
連
、全
室
協
、ジ
ェ

イ
シ
フ
の
内
装
３
団
体
で

運
営
す
る
登
録
内
装
仕
上

工
事
基
幹
技
能
者
推
進
協

議
会
は
、こ
の
ほ
ど「
令
和

７
年
度
登
録
内
装
仕
上
工

事
基
幹
技
能
者
講
習
」の

会
場
と
日
程
を
決
定
し

た
。

　

令
和
７
年
度
は
、
愛
媛

会
場
（
７
月
16
日（
水
）～

18
日（
金
）／
ホ
テ
ル
グ
ラ

ン
フ
ォ
ー
レ
）、
東
京
会

場
（
８
月
６
日（
水
）～
８

日（
金
）／
日
本
教
育
会

館
）、
大
阪
会
場
（
９
月

８
日（
月
）～
10
日（
水
）／

エ
ル
・
お
お
さ
か
）、
岡
山

会
場
（
10
月
15
日（
水
）～

17
日（
金
）／
会
場
未
定
）、

神
奈
川
会
場
（
12
月
３
日

（
水
）～
５
日（
金
）／
神
奈

川
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
）
の
５
会
場
を
予
定
、

今
後
さ
ら
に
状
況
に
応
じ

て
会
場
の
追
加
を
行
う
。

　

同
講
習
の
受
験
要
件

は
、
①
10
年
以
上
の
実
務

経
験
、
②
３
年
以
上
の
職

長
経
験
、
③
内
装
仕
上
工

事
に
関
す
る
１
級
技
能
士

（
内
装
仕
上
げ
施
工
、
お

よ
び
表
装「
壁
装
作
業
」）、

ま
た
は
１
級
建
築
施
工
管

理
技
士
、
ま
た
は
２
級
建

築
施
工
管
理
技
士
（
仕
上

げ
）
の
資
格
を
有
し
て
い

る
者
。

　

同
講
習
の
受
講
に
は
助

成
金
を
活
用
で
き
る
。

　

ま
た
資
格
更
新
者
向

け
（
５
年
に
１
度
）
の
更

新
講
習
（
通
信
講
習
）
も

行
う
。
日
装
連
関
係
で
今

年
度
対
象
者
は
計
１
４
２

名（
取
得
年
は
平
成
22
年
、

27
年
、
32
年
お
よ
び
令
和

２
年
）。

　

な
お
「
登
録
基
幹
技
能

者
」と
は
、熟
達
し
た
作
業

能
力
、
現
場
を
効
率
的
に

ま
と
め
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

能
力
、
お
よ
び
豊
富
な
知

識
を
備
え
、
か
つ
専
門
工

事
関
連
団
体
が
主
催
す
る

国
交
大
臣
登
録
講
習
を
修

了
し
た
技
能
者
の
こ
と
。

　
「
登
録
内
装
仕
上
工
事

基
幹
技
者
」
に
認
定
さ
れ

る
と
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
の
最
上
位
レ

ベ
ル（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
）

と
な
る
。
ま
た
同
技
能
者

が
在
籍
す
る
会
社
は
、
経

営
事
項
審
査
で
３
点
（
一

人
当
た
り
）
の
評
価
ポ
イ

ン
ト
が
加
算
さ
れ
る
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
。

　

日
装
連
で
は
、
４
月
７

日
13
時
30
分
よ
り
日
装
連

会
議
室
に
お
い
て
防
炎
・

施
工
管
理
委
員
会
を
開
催

し
た
。

　

初
め
に
竹
内
担
当
副
理

事
長
よ
り
挨
拶
が
行
わ

れ
、
続
い
て
白
石
委
員
長

の
ご
挨
拶
後
、
会
議
次
第

に
則
り
討
議
が
な
さ
れ

た
。報

告
・
審
議
事
項

①
２
０
２
４
年
度 

ラ
ベ

ル
支
給
実
績
に
つ
い
て

　

ま
ず
事
務
局
よ
り
２
０

２
４
年
度
の
ラ
ベ
ル
支
給

枚
数
に
つ
い
て
、
前
年
度

と
の
比
較
を
交
え
て
報
告

が
な
さ
れ
た
。
防
炎
ラ
ベ

ル
に
つ
い
て
は
前
年
比
１

２
４
％
、
敷
物
ラ
ベ
ル
に

つ
い
て
は
前
年
比
１
０
９

％
と
共
に
大
き
く
前
年
を

上
回
る
実
績
と
な
っ
た
こ

と
が
説
明
さ
れ
た
。
一

方
、
壁
装
ラ
ベ
ル
に
つ
い

て
は
前
年
比
85
％
と
低
調

に
終
わ
っ
た
と
の
説
明
が

な
さ
れ
た
。
全
ラ
ベ
ル
合

計
で
前
年
比
１
０
８
％
と

な
り
前
年
を
超
え
る
実
績

と
な
っ
た
が
、
壁
装
ラ
ベ

ル
の
実
績
に
つ
い
て
は
課

題
が
残
る
結
果
と
な
っ
た

た
め
、
今
後
の
検
討
事
項

と
し
た
。

②
２
０
２
４
年
度 

委
員

会
事
業
報
告（
案
）の
承
認

に
つ
い
て

　

続
い
て
事
務
局
よ
り
２

０
２
４
年
度 

委
員
会
事

業
報
告（
案
）の
読
み
上
げ

が
な
さ
れ
た
。
防
炎
業
務

及
び
防
火
壁
装
講
習
会
の

た
め
の
講
師
養
成
講
習
会

の
開
催
、
ま
た
壁
装
ラ
ベ

ル
へ
の
印
字
ル
ー
ル
の
統

一
な
ど
合
わ
せ
て
８
項
目

Ｉ
Ｄ
社
内
検
定
試
験
の
収

支
報
告
も
行
わ
れ
た
。

②
２
０
２
５
年
度 

委
員
会
事

業
計
画（
案
）の
承
認
に
つ
い
て

　

続
い
て
２
０
２
５
年

度 

委
員
会
事
業
計
画（
案
）

の
読
み
上
げ
が
行
わ
れ
た
。

主
な
計
画
内
容
は
２
年
目

と
な
る
日
Ｉ
Ｄ
社
内
検
定

試
験
の
実
施
へ
向
け
た
対

策
を
し
っ
か
り
と
講
じ
て

い
く
こ
と
と
し
、
こ
ち
ら

も
特
段
の
異
論
は
な
く
全

委
員
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

③
２
０
２
５
年
度 

日
Ｉ

Ｄ
社
内
検
定
試
験
実
施
へ

向
け
た
検
討

　

２
０
２
４
年
度
の
試
験

実
施
に
よ
り
顕
在
化
し
た

課
題
に
対
す
る
改
善
案
や

受
検
者
確
保
に
対
す
る
施

策
に
つ
い
て
議
論
を
行
い
、

２
０
２
５
年
度
の
試
験
実

施
へ
向
け
て
活
発
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
た
。
併
せ
て

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
も
討
議
を
行
い
、
試

験
日
程
な
ど
の
実
施
計
画

の
策
定
を
行
っ
た
。

　

３
時
間
半
の
長
時
間
に

わ
た
り
議
論
が
行
わ
れ
、

す
べ
て
の
議
案
が
終
了
し

た
。
最
後
に
大
石
副
理
事

長
よ
り
締
め
の
ご
挨
拶
を

頂
戴
し
閉
会
と
な
っ
た
。

【
出
席
者
】（
敬
称
略
）

　

大
石
伸
二（
副
理
事
長
・

大
阪
）、渡
邊
勲（
委
員
・
北

海
道
）、野
口
義
明（
委
員
・

山
形
）、大
附
泰
久（
委
員
・

埼
玉
）、宮
利
介（
委
員
・
石

川
）、杉
内
勝
成（
委
員
・
鳥

取
）、市
川
博
一（
委
員
・
高

知
）、丹
波
英
二（
委
員
・
熊

本
）、鎌
田
善
和（
研
修
指

導
員
）、渡
邊
英
和（
日
リ

協
）、大
和
田
謙
介（
事
務

局
・
日
装
連
）

の
報
告
が
な
さ
れ
承
認
さ

れ
た
。

③
２
０
２
５
年
度 

委
員

会
事
業
計
画（
案
）の
承
認

に
つ
い
て

　

２
０
２
５
年
度 

委
員

会
事
業
計
画（
案
）の
読
み

上
げ
が
な
さ
れ
た
。
事
業

報
告
の
内
容
に
も
あ
っ
た

壁
装
ラ
ベ
ル
の
印
字
ル
ー

ル
統
一
へ
の
各
組
合
の
対

応
に
つ
い
て
進
捗
状
況
を

確
認
し
て
い
き
運
用
の
徹

底
を
図
っ
て
い
く
こ
と
、

壁
装
ラ
ベ
ル
申
請
シ
ス
テ

ム
の
周
知
及
び
活
用
を
進

め
、
利
便
性
向
上
や
効
率

化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
な

ど
が
承
認
さ
れ
た
。

④
壁
装
ラ
ベ
ル
申
請
シ
ス

テ
ム
の
周
知
・
運
用
に
つ

い
て

　

今
年
度
の
委
員
会
活
動

の
大
き
な
柱
と
し
て
位
置

付
け
て
い
る
壁
装
ラ
ベ
ル

の
申
請
シ
ス
テ
ム
の
周
知

及
び
運
用
に
つ
い
て
討
議

が
な
さ
れ
た
。

　

今
後
シ
ス
テ
ム
導
入
を

し
て
い
く
組
合
が
増
え
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
操
作
方
法
な

ど
申
請
シ
ス
テ
ム
に
関
す

る
説
明
会
の
実
施
な
ど
に

つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

具
体
策
は
次
回
以
降
、
さ

ら
に
検
討
を
進
め
実
施
し

て
い
く
こ
と
と
し
た
。

⑤
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
及
び
能
力
評
価

申
請
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化

に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
新
規
登
録
時

は
必
ず
レ
ベ
ル
１
の
ホ
ワ

イ
ト
カ
ー
ド
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
就
業
日
数
や
資
格

要
件
に
応
じ
て
後
日
、
能

力
評
価
申
請
を
改
め
て
行

う
２
段
階
方
式
で
運
用
さ

れ
て
き
た
同
シ
ス
テ
ム
に

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
と
い
う

新
た
な
機
能
が
実
装
さ

れ
、
新
規
登
録
と
同
時
に

能
力
評
価
申
請
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り

申
請
の
手
間
が
簡
略
化
さ

れ
申
請
者
に
と
っ
て
の
利

便
性
が
向
上
し
た
こ
と
か

ら
、
さ
ら
な
る
周
知
を
日

装
連
新
聞
等
を
通
じ
て
行

っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　

最
後
に
竹
内
担
当
副
理

事
長
よ
り
締
め
の
挨
拶
を

頂
戴
し
閉
会
と
な
っ
た
。

【
出
席
者
】（
敬
称
略
）

　

竹
内
剛（
副
理
事
長
・
広

島
）、白
石
典
正（
委
員
長
・

京
都
）、中
村
純
也（
委
員
・

秋
田
）、中
村
武
久（
委
員
・

三
重
）、
大
和
田
謙
介（
事

務
局
・
日
装
連
）

登録内装仕上工事基幹技能者講習
令和７年度

スケジュールを発表

令和7年度
登録内装仕上基幹技能者講習スケジュール

会場 日程 会場／住所 定員 締切

愛 媛
7 月16日水
〜18日金

ホテルグランフォーレ
四国中央市三島朝日1丁目1-30

40名 6 月18日水

東 京
8 月 6 日水
〜 8日金

日本教育会館
千代田区一ツ橋2-6-2

80名 6 月30日🈷

大 阪
9 月 8 日🈷
〜10日水

エル・おおさか
大阪市中央区北浜東3-14

90名 7 月30日水

岡 山
10月15日水
〜17日金

未定（決定次第日装連ホームペー
ジにて公開） 未定 未定

神奈川
12月 3 日水
〜 5日金

神奈川中小企業センタービル
横浜市中区尾上町5-80

80名 11月 5日水

日
装
連
行
事

　
4
月

17
日　

総
務
委
員
会

18
日　

常
任
理
事
会

24
日　

監
事
監
査
会

　
5
月

13
日　

常
任
理
事
会

同
日　

第
２
３
３
回
理
事

会
14
日　

情
報
・
流
通
委
員

会
30
日　

消
防
機
器
協
会
会

長
表
彰
式
典

　
6
月

６
日　

常
任
理
事
会
、
第

２
３
４
理
事
会
、
第
59

回
通
常
総
会
、講
演
会
、

日
リ
協
総
会
、
懇
親
会

　
9
月

５
日　

登
録
基
幹
技
能
者

試
験
・
講
習
委
員
会

　

11
月

18
日　

常
任
理
事
会
、
第

２
３
４
理
事
会
、
日
装

連
理
事
・
全
国
組
合
理

事
長
会
、
講
演
会
、
懇

親
会

19
日　

青
年
部 

全
国
代

表
者
会
議

19
～
21
日　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

Ｔ
Ｅ
Ｘ
２
０
２
５

日
Ｉ
Ｄ・教
育
資
格
委
員
会　
４
月
２
日
開
催

２
０
２
５
年
度

日
Ｉ
Ｄ
試
験
実
施
計
画
を
議
論

防
炎・施
工
管
理
委
員
会　
４
月
7
日
開
催

防
火
壁
装
ラ
ベ
ル
の
電
子
申
請

説
明
会
の
実
施
を
検
討

インテリア業界最新ニュース

行政機関からの指導・伝達

法律・法令

日装連からの情報伝達

日装連新聞 最新号＆バックナンバー

イベントカレンダー

日装連スケジュール

日本室内装飾事業協同組合連合会（日装連）
「見える」防炎・防火のある暮らし

検索

http://www.nissouren.jp

最新ニュースは

『日装連ホームページ』へ

イン
テリア・TORI・KAERU

日
装
連
会
議
録



日 装 連 新 聞（3） 2025年4月15日（火） 第575号昭和52年10月1日
第三種郵便物認可( ）

　

厚
生
労
働
省
は
、「
登

録
内
装
仕
上
工
事
基
幹
技

能
者
講
習
」（
主
催
・
日

装
連
、
全
室
協
、
ジ
ェ
イ

シ
フ
）
の
受
講
に
活
用

で
き
る
助
成
金
制
度
「
人

材
開
発
支
援
助
成
金　

建

設
労
働
者
技
能
実
習
コ
ー

ス
」
を
、
令
和
７
年
度
も

引
き
続
き
実
施
す
る
。

　

同
助
成
金
は
、
講
習
に

掛
か
る
費
用
を
助
成
す
る

「
経
費
助
成
」
と
講
習
期

間
（
３
日
間
）
の
受
講
者

の
賃
金
を
助
成
す
る
「
賃

金
助
成
」
の
二
本
立
て
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
講
習

費
と
従
業
員
の
賃
金
が
助

成
さ
れ
る
た
め
負
担
が
大

幅
に
抑
制
で
き
る
。

　

助
成
額
は
労
働
者
数

（
20
名
以
下
か
21
名
以
上
）

や
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
へ
の
登
録
の
有

無
（
登
録
者
の
場
合
１
・

１
倍
）
な
ど
に
よ
っ
て
異

な
る
。

労
働
者
数

20
名
以
下
の
場
合

　

労
働
者
数
20
名
以
下
の

事
業
者
の
場
合
、「
経
費

助
成
」
は
講
習
費
の
75

％
、「
賃
金
助
成
」
は
１

日
８
５
５
０
円
と
な
る
。

　

こ
れ
を
「
登
録
内
装
仕

上
工
事
基
幹
技
能
者
講

習
」
に
当
て
は
め
る
と
、

「
経
費
助
成
」
は
２
万
７

２
２
５
円
（
講
習
費
３
万

６
３
０
０
円
の
75
％
）、

「
賃
金
助
成
」
は
２
万
５

６
５
０
円
（
８
５
５
０
円

×
３
日
間
）
と
な
り
、
合

計
で
５
万
２
８
７
５
円
が

助
成
さ
れ
る
。

　

ま
た
受
講
者
が
建
設
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
の
登
録
者
の
場
合
は
、

「
経
費
助
成
」
は
同
額
だ

が
、「
賃
金
助
成
」
は
１

日
９
４
０
５
円
に
増
額
さ

れ
る
。

　
「
登
録
内
装
仕
上
工
事

基
幹
技
能
者
講
習
」
に
当

て
は
め
る
と
、「
経
費
助

成
」
は
２
万
７
２
２
５

円
（
講
習
費
３
万
６
３
０

０
円
の
75
％
）、「
賃
金
助

成
」
は
２
万
８
２
１
５
円

（
９
４
０
５
円
×
３
日
）

と
な
り
、
合
計
で
５
万
５

４
４
０
円
と
な
る
。

労
働
者
数

21
名
以
上
の
場
合

　

次
に
労
働
者
数
20
名
以

上
の
事
業
者
の
場
合
で
あ

る
が
、「
経
費
助
成
」
に

つ
い
て
は
受
講
者
の
年
齢

に
よ
っ
て
異
な
る
。

　

35
歳
未
満
の
労
働
者
の

場
合
、「
経
費
助
成
」
は

講
習
費
の
70
％
、
35
歳
以

上
の
場
合
は
講
習
費
の
45

％
と
な
る
。「
賃
金
助
成
」

は
年
齢
に
関
係
な
く
７
６

０
０
円
で
あ
る
。

　
「
登
録
内
装
仕
上
工
事
基

幹
技
能
者
講
習
」
に
当
て

は
め
る
と
、
受
講
者
が
35

歳
未
満
の
場
合
、「
経
費
助

成
」
は
２
万
５
４
１
０
円

（
講
習
費
３
万
６
３
０
０
円

の
70
％
）、「
賃
金
助
成
」

が
２
万
２
８
０
０
円
（
７

６
０
０
円
×
３
日
間
）
で

合
計
が
４
万
８
２
１
０
円
、

受
講
者
が
35
歳
以
上
の
場

合
は
、「
経
費
助
成
」は
１
万

６
３
３
５
円
（
講
習
費
３

万
６
３
０
０
円
の
45
％
）、

「
賃
金
助
成
」
が
２
万
２
８

０
０
円
（
７
６
０
０
円
×

３
日
間
）
で
合
計
が
３
万

９
１
３
５
円
と
な
る
。

　

さ
ら
に
受
講
者
が
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
の
登
録
者
で
あ
れ
ば
、

こ
ち
ら
も
「
賃
金
助
成
」

が
１
日
８
３
６
０
円
に
増

額
さ
れ
る
。

　
「
登
録
内
装
仕
上
工
事

基
幹
技
能
者
講
習
」
に
当

て
は
め
る
と
、
受
講
者
が

35
歳
未
満
の
場
合
、「
経

費
助
成
」
は
２
万
５
４
１

０
円
（
講
習
費
３
万
６
３

０
０
円
の
70
％
）、「
賃
金

助
成
」
は
２
万
５
０
８
０

円
（
８
３
６
０
円
×
３
日
）

と
な
り
合
計
で
５
万
４
９

０
円
、
受
講
者
が
35
歳
以

上
の
場
合
、「
経
費
助
成
」

は
１
万
６
３
３
５
円
（
講

習
費
３
万
６
３
０
０
円
の

45
％
）、「
賃
金
助
成
」
は

２
万
５
０
８
０
円
（
８
３

６
０
円
×
３
日
）
と
な
り
、

合
計
で
４
万
１
４
１
５
円

と
な
る
。

賃
金
向
上
助
成
・
資
格

等
手
当
助
成
が
上
乗
せ

　

ま
た
今
年
度
よ
り
新
た

に
、
要
件
を
満
た
す
こ
と

で
賃
金
向
上
助
成
・
資
格

等
手
当
助
成
が
上
乗
せ
さ

れ
る
。

　

資
格
等
手
当
の
支
払
い

に
つ
い
て
就
業
規
則
に
規

定
し
、
訓
練
修
了
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
１
年
以

内
に
す
べ
て
の
算
定
対
象

と
な
る
従
業
員
に
対
し
て

実
際
に
資
格
手
当
を
支
払

い
、
か
つ
賃
金
を
３
％
以

上
増
加
さ
せ
て
い
る
こ
と

が
要
件
と
な
る
。

　

同
要
件
を
満
た
せ
ば
、

経
費
助
成
と
し
て
15
％

（
５
４
４
５
円
）、
賃
金
助

成
と
し
て
労
働
者
数
20
名

以
下
で
２
０
０
０
円
／
日

（
３
日
間
で
６
０
０
０
円
）、

労
働
者
数
21
名
以
上
で
１

７
５
０
円
／
日
（
３
日
間

で
５
２
５
０
円
）
が
上
乗

せ
さ
れ
る
。

　

助
成
金
の
申
請
は
、
各

都
道
府
県
の
労
働
局
で
受

け
付
け
て
い
る
。

　

ま
た
厚
生
労
働
省
が
運

営
す
る
「
雇
用
関
係
助
成

金
ポ
ー
タ
ル
」
に
て
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
も
可
能
と
な

っ
て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
に
は
「
Ｇ
ビ
ズ
Ｉ
Ｄ
」

が
必
要
と
な
る
。

　

申
請
書
類
は
表
の
通
り

で
、
受
講
修
了
日
の
翌
日

か
ら
２
カ
月
以
内
に
「
支

給
申
請
書
類
」
を
提
出
す

る
（
通
常
、
こ
の
よ
う
な

助
成
金
申
請
は
「
計
画

届
」
が
必
要
に
な
る
が
、

「
登
録
内
装
仕
上
工
事
登

録
機
関
技
能
者
講
習
」
の

場
合
は
不
要
）。

令和７年度
「人材開発支援助成金 建設労働者技能実習コース」
賃金向上助成が上乗せに

申
請
は
各
都
道
府
県
の
労
働
局
、

ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
も
可
能

登録内装仕上工事基幹技能者講習人材開発支援助成金　建設労働者技能実習コース（経費助成・賃金助成）

支給申請に必要な書類
＊受講修了日の翌日から 2 カ月以内

■共通

人材開発支援助成金　建設労働者技能実習コース（経
費助成・賃金助成）支給申請書 建技様式第３号

受講者名簿及び人材開発支援助成金（建設労働者技能
実習コース（経費助成・賃金助成））の助成金支給申
請内訳書

建技様式第３号
別紙１

賃金台帳 写し

就業規則、雇用契約書、休日カレンダー等の受講者の
所定労働日及び所定労働時間が分かる書類 写し

出勤簿、タイムカード（写し）等の訓練期間中の出席
状況を確認するための書類 写し

実施日ごとの科目時間数が分かるカリキュラム 写し

登録教習機関等が実施する実習を受講させた場合、技
能実習委託契約書（書式の参考として建技別様式第３
号）、または受講申込書（訓練名称・期間・受講料等
が明記されたもの） 

写し

訓練実施主体が、所属する建設事業主団体であり、当
該団体より経費助成の計画届が提出されておらず、中
小建設事業主及び建設事業主が賃金助成賃金助成のみ
を申請する場合は、当該団体が証明した構成員内訳表

建技別様式第１号

その他管轄都道府県労働局長が必要と認める書類（経
費助成の場合でｅラーニングによって実施された訓
練については修了証、賃金助成の場合で建設キャリ
アアップシステム技能者情報登録者の場合には、建設
キャリアアップシステムから出力される技能者情報に
係る書面、建設キャリアアップカードの写し等、登録
を証する書面または、登録申請書の写し等、申請中で
あることを証する書面など）

人材開発支援助成金
建設労働者技能実習コース 助成金額例

■労働者数20人以下の場合
　〈通常〉
	 経費助成 	 27,225円	（受講料の75％）
	 賃金助成	  25,650円	（8,550円／人日）
	 	 計 52,875円	

　〈受講者が建設キャリアアップシステム登録者の場合〉
	 経費助成	  27,225円	（受講料の75％）
	 賃金助成	 28,215円	（9,405円／人日）
	 	 計 55,440円

【賃金向上助成・資格等手当助成】
経費助成 5445円・賃金助成6000円　計11,445円を上乗せ

■労働者数21人以上の場合
　〈受講者が35歳未満〉
	 経費助成	 25,410円	（受講料の70％）
	 賃金助成	 22,800円	（7,600円／人日）
	 	 計 48,210円

　〈受講者が35歳以上〉
	 経費助成	 16,335円	（受講料の45％）
	 賃金助成	 22,800円	（7,600円／人日）
	 	 計 39,135円

　〈受講者が建設キャリアアップシステム登録者／35歳未満の場合〉
	 経費助成	 25,410円	（受講料の70％）
	 賃金助成	 25,080円	（8360円／人日）
	 	 計 50,490円

　〈受講者が建設キャリアアップシステム登録者／35歳以上の場合〉
	 経費助成	 16,335円	（受講料の45％）
	 賃金助成	 25,080円	（8360円／人日）
	 	 計 41,415円

【賃金向上助成・資格等手当助成】
経費助成 5445円・賃金助成6000円　計11,445円を上乗せ
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前
回
の
「
今
さ
ら
聞
け

な
い
防
火
壁
装
ラ
ベ
ル
の

話
」（
３
月
号
）で
は
、「
９
・

５
ミ
リ
厚
不
燃
石
こ
う
ボ

ー
ド
」
問
題
に
つ
い
て
考

察
し
た
が
、
こ
の
問
題
に

次
い
で
多
く
の
内
装
事
業

者
が
疑
問
を
抱
い
て
い
る

の
が
、「
石
こ
う
ボ
ー
ド

を
２
枚
重
ね
て
張
っ
た
場

合
は
ど
う
な
る
の
か
」
問

題
で
あ
る
。

　

石
こ
う
ボ
ー
ド
を
２
枚

重
ね
る
ケ
ー
ス
と
し
て
考

え
ら
れ
る
の
が
、
壁
紙
の

貼
替
え
工
事
の
際
、
壁
紙

を
剥
離
し
た
あ
と
の
下
地

の
石
こ
う
ボ
ー
ド
が
ボ
ロ

ボ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
う
な

ど
、
そ
の
ま
ま
利
用
で
き

　

ど
う
し
て
も
請
け
た
い

工
事
、
今
欲
し
い
仕
事
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
理
由
が

会
社
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ

ー
が
厳
し
い
状
態
で
あ
っ

た
り
、
月
間
売
上
目
標
に

到
達
さ
せ
た
い
等
で
あ
っ

た
場
合
は
、
少
々
お
客
様

の
言
動
に
気
に
な
る
と
こ

ろ
が
あ
っ
た
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
づ

ら
い
と
感
じ
て
い
て
も
、

そ
れ
は
「
何
と
か
な
る
だ

ろ
う
」
と
工
事
受
注
に
走

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
特
に

経
営
者
は
月
末
に
支
払
う

お
金
が
気
に
な
っ
て
仕
方

が
な
く
、
受
注
に
躊
躇
気

味
の
営
業
担
当
者
に
「
頑

張
っ
て
や
っ
て
ね
」
と
ハ

ッ
パ
を
掛
け
て
し
ま
い
ま

す
。

　

さ
て
そ
の
結
果
、
お
客

様
は
相
変
わ
ら
ず
優
柔
不

断
だ
っ
た
り
無
理
な
注
文

ば
か
り
を
言
い
、
何
回
も

プ
ラ
ン
や
見
積
書
を
作
り

直
し
て
、
工
事
着
工
し
た

ら
、
や
っ
ぱ
り
ク
レ
ー
ム

が
激
し
く
工
事
は
や
り
直

し
を
強
い
ら
れ
、
挙
句
に

大
赤
字
を
招
く
こ
と
に
な

る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
は

よ
く
耳
に
し
ま
す
。

　

こ
う
な
っ
た
原
因
は
、

相
性
が
合
い
そ
う
も
な
い

お
客
様
と
コ
ン
ビ
を
組
ん

で
し
ま
っ
た
こ
と
。
い
く

ら
お
客
様
か
ら
工
事
依
頼

さ
れ
て
も
、
二
人
三
脚
で

行
う
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
で

日
リ
協
コ
ラ
ム

「
断
る
」勇
気

「
イ
ヤ
」と
言
わ
な
い
プ
ロ
魂

は
、
息
が
合
わ
な
け
れ
ば

転
ぶ
こ
と
は
予
感
で
き
る

わ
け
で
、
そ
こ
で
は
ム
ダ

な
労
力
を
費
や
す
前
に
勇

気
を
も
っ
て
断
る
こ
と
が

賢
明
で
し
ょ
う
。
ま
た
最

近
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者

探
し
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ

ト
で
見
積
り
依
頼
さ
れ
る

消
費
者
が
ク
レ
ー
マ
ー
的

で
あ
っ
た
り
、
Ａ
Ｉ
に
よ

る
依
頼
も
散
見
さ
れ
る
の

で
注
意
し
た
い
と
こ
ろ
で

す
。

　

一
方
で
、
お
客
様
か
ら

の
難
し
い
要
望
は
原
則
と

し
て
断
ら
な
い
、
イ
ヤ
と

言
わ
な
い
事
業
者
も
多
く

存
在
し
て
お
り
、
実
現
不

可
能
と
思
わ
れ
る
造
作
や

仕
上
げ
を
手
間
暇
か
け
て

で
も
実
現
す
る
プ
ロ
魂
の

事
業
者
。
当
然
に
お
客
様

の
満
足
度
は
高
く
、
評
判

が
広
が
っ
て
次
々
と
紹
介

客
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
場
合
の
「
断
ら
な

い
」
は
、
互
い
の
意
思
疎

通
が
で
き
ず
、
こ
ち
ら
の

意
向
を
受
け
入
れ
な
い
よ

う
な
消
費
者
を
そ
も
そ
も

排
除
し
た
う
え
で
あ
り
、

「
難
し
い
」
の
意
味
も
、

高
度
な
技
術
や
特
殊
な
仕

上
げ
、
ふ
つ
う
で
は
行
わ

な
い
よ
う
な
施
工
な
ど
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
要
す
る
よ

う
な
こ
と
で
す
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
は
住

ま
い
手
の
幸
福
を
一
緒
に

創
り
上
げ
る
も
の
だ
け

に
、
生
活
者
と
私
た
ち
が

パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
っ
て
信

頼
関
係
を
築
い
た
う
え
で

同
じ
方
向
に
向
か
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
で
す
か
ら

私
達
も
「
断
る
こ
と
」
と

「
イ
ヤ
と
言
わ
な
い
こ
と
」

は
ど
ち
ら
も
同
じ
く
重
要

で
し
ょ
う
。

　

日
リ
協
で
は
こ
れ
か
ら

も
仲
間
た
ち
の
考
え
や
思

い
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る

場
面
を
増
や
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
日
リ
協
へ
の
ご
入
会

を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

一般社団法人日装連リフォーム推進協議会（略称：日リ協）
https://www.nichirikyo.com

TEL：0120-970-133　FAX：03-6721-5389　E-mail：info@nichir ikyo.com

事務局までお問い合わせは

ご登録お待ちしています!

国土交通大臣登録「住宅リフォーム事業者団体」

〈組合員リフォーム事業の支援部門〉

＊登録には建設業許可並びに建築施工管理技士又は建築士免許が必須要件となっております

な
い
場
合
だ
。
石
こ
う
ボ

ー
ド
を
張
り
替
え
る
よ
り

も
、
手
間
の
か
か
ら
な
い

重
ね
張
り
を
す
る
と
い
う

も
の
だ
。

　

ご
承
知
の
通
り
、
12
・

５
ミ
リ
厚
石
こ
う
ボ
ー
ド

の
上
に
不
燃
認
定
壁
紙
を

張
れ
ば
不
燃
認
定
、
９
・

５
ミ
リ
厚
石
こ
う
ボ
ー
ド

な
ら
準
不
燃
認
定
と
な

る
。
そ
れ
な
ら
石
こ
う
ボ

ー
ド
を
重
ね
れ
ば
、
よ
り

石
こ
う
ボ
ー
ド
の
厚
み
が

増
す
た
め
、
不
燃
認
定
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
考
え
方
で
あ
る
。

　

結
論
か
ら
言
え
ば
、
２

枚
の
総
厚
は
関
係
な
く
、

あ
く
ま
で
も
壁
紙
を
直
接

張
っ
た
下
地
と
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
っ
て
認
定
が
決

ま
る
と
い
う
も
の
だ
。

　

例
え
ば
、
９
・
５
ミ
リ

厚
の
石
こ
う
ボ
ー
ド
を
２

枚
重
ね
る
と
総
厚
で
は
19

ミ
リ
に
な
る
が
、
壁
紙
を

直
接
張
っ
た
の
が
９
・
５

ミ
リ
厚
の
た
め
準
不
燃
認

定
と
な
る
。同
じ
よ
う
に
、

重
ね
た
下
の
方
の
石
こ
う

ボ
ー
ド
が
12
・
５
ミ
リ
厚

で
あ
っ
て
も
、
直
接
壁
紙

を
張
っ
た
の
が
９
・
５
ミ

リ
厚
の
石
こ
う
ボ
ー
ド
な

ら
準
不
燃
認
定
と
な
る
。

そ
の
逆
に
、
重
ね
た
下
の

石
こ
う
ボ
ー
ド
が
９
・
５

ミ
リ
厚
で
も
、
直
接
壁
紙

を
張
っ
た
石
こ
う
ボ
ー
ド

が
12
・
５
ミ
リ
厚
な
ら
不

燃
認
定
と
な
る
。

　

壁
紙
を
直
接
張
っ
た
石

こ
う
ボ
ー
ド
が
12
・
５
ミ

リ
厚
な
の
か
９
・
５
ミ
リ

厚
な
の
か
、
そ
れ
が
重
要

と
い
う
こ
と
だ
。

　

一
般
社
団
法
人
日
本
イ

ン
テ
リ
ア
協
会
・
広
報
委

員
会
は
、
２
０
２
５
年
度

事
業
で
あ
る
「
人
材
育
成

基
礎
講
座
」（
リ
ア
ル
講

座
）
を
、
６
月
12
日（
木
）

に
サ
ン
ゲ
ツ
品
川
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
に
て
、
６
月
13
日

（
金
）に
東
リ
東
京
ビ
ル
地

下
会
議
室
に
て
行
う
。

　
「
人
材
育
成
基
礎
講
座
」

は
、
Ｎ
Ｉ
Ｆ
が
昭
和
58
年

よ
り
イ
ン
テ
リ
ア
業
界
に

就
業
す
る
社
員
の
育
成
を

目
的
に
、
毎
年
開
催
し
て

い
る
基
礎
講
座
。
業
界
に

入
っ
た
ば
か
り
の
社
員
か

ら
中
堅
社
員
ま
で
毎
年
多

数
が
受
講
し
て
い
る
。

　

講
習
科
目
は
「
カ
ー
ペ

ッ
ト
」「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

床
材
」「
壁
紙
」「
ウ
ィ
ン

ド
ー
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
」

「
カ
ー
テ
ン
」
の
５
科
目
。

初
日（
６
月
12
日
）に「
ウ

ィ
ン
ド
ー
ト
リ
ー
ト
メ
ン

ト
」「
カ
ー
テ
ン
」、
2
日

目
（
６
月
13
日
）
に
「
壁

紙
」「
カ
ー
ペ
ッ
ト
」「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
床
材
」
の
講

義
を
行
う
。

　

受
講
料
は
、
６
月
12
日

の
み
の
場
合
で
Ｎ
Ｉ
Ｆ

会
員
が
１
万
１
０
０
０

円
（
税
込
）、
会
員
外
が

１
万
３
２
０
０
円
（
税

込
）、
6
月
13
日
の
み
の

場
合
で
Ｎ
Ｉ
Ｆ
会
員
が
１

万
２
１
０
０
円
（
税
込
）、

会
員
外
が
１
万
４
３
０
０

円
（
税
込
）、
両
日
参
加

の
場
合
で
Ｎ
Ｉ
Ｆ
会
員
が

１
万
４
３
０
０
円
（
税

込
）、
会
員
外
が
１
万
６

５
０
０
円
（
税
込
）
と
な

っ
て
い
る
（
対
象
科
目
の

公
式
テ
キ
ス
ト
・
講
師
資

料
付
き
）。

　

参
加
申
込
期
間
は
４
月

20
日（
金
）～
５
月
20
日

（
火
）ま
で
。

　

ま
た
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
）

も
後
日
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
。

今さら聞けない
防火壁装ラベルの話⑪
石こうボードを
２枚重ねて張ったらどうなる？

日装連の
キャラクターマーク

イン
テリア・TORI・KAERU

日本室内装飾事業協同組合連合会

◯51

　

一
般
社
団
法
人
日
本
イ

ン
テ
リ
ア
協
会
は
、
来
る

11
月
19
日
（
水
）
～
21 

日
（
金
）
の
３
日
間
、
東

京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
南
館
で

開
催
さ
れ
る
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｘ
２
０
２
５
」
の

出
展
募
集
を
開
始
し
た
。

　

今
回
は
「
し
あ
わ
せ
を

紡
ぐ
イ
ン
テ
リ
ア
空
間
～

未
来
を
彩
る
モ
ノ
と
コ
ト

～
」
を
開
催
テ
ー
マ
と
し
、

し
あ
わ
せ
を
感
じ
ら
れ
る

イ
ン
テ
リ
ア
空
間
を
彩
る

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
募
集

す
る
。

　

ま
た
出
展
募
集
開
始
に

あ
た
り
、
４
月
24
日
（
木
）

14
時
30
分
よ
り
、
出
展
募

集
説
明
会
を
Ａ
Ｐ
浜
松

町
、
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン

に
て
開
催
す
る
。
説
明
会

で
は
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｅ

Ｘ
２
０
２
５
」
概
要
説
明

に
続
き
、
特
別
講
演
「
設

計
者
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
本

当
に
望
ん
で
い
る
展
示
会

手
法
と
は
」（
講
師
・
竹

村
尚
久
氏
）
を
行
う
。
申

し
込
み
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に

て
。

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｘ
２
０
２
５

出
展
者
募
集
を
開
始

人
材
育
成
基
礎
講
座 

２
０
２
５

６
月
12
・
13
日
に
開
催

N I F

石こうボードを重ね貼りした場合の
不燃・準不燃の判断例

N I F

第575号 2025年4月15日（火）
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業
界
情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

　

皆
様
、
は
じ
め
ま
し
て
。
広
島
県
福

山
市
で
小
さ
な
カ
ー
テ
ン
縫
製
工
場
を

営
ん
で
い
ま
す
Ｍ
Ａ

-

Ｄ
Ｏ
株
式
会
社

の
池
田
と
申
し
ま
す
。

　

唐
突
で
す
が
皆
様
、
縫
製
工
場
と
い

う
と
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
し

ょ
う
か
？　

お
そ
ら
く
、「
家
内
工
業

で
家
族
と
少
な
い
従
業
員
が
薄
暗
く
壊

れ
か
け
の
プ
レ
ハ
ブ
で
汗
水
た
ら
し
な

が
ら
、
ひ
た
す
ら
同
じ
作
業
を
繰
り
返

し
時
間
が
お
も
む
ろ
に
過
ぎ
て
い
く
」

と
い
っ
た
劣
悪
な
労
働
環
境
と
い
っ
た

イ
メ
ー
ジ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
が
こ
の
縫
製
工
場
を
た
ち
あ
げ
た

と
き
は
30
代
半
ば
、
今
で
も
一
緒
に
頑

張
っ
て
く
れ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
も
同
年

代
が
多
く
、
10
代
・
20
代
と
究
極
に
若

い
ス
タ
ッ
フ
も
い
ま
す
。
そ
ん
な
私
た

ち
は
１
９
９
０
年
代
が
青
春
真
っ
只

中
。
世
の
中
に
は
様
々
な
音
楽
が
あ
ふ

れ
、
テ
レ
ビ
で
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
、
ア
ニ

メ
、
映
画
な
ど
た
く
さ
ん
の
刺
激
に
囲

ま
れ
な
が
ら
大
人
の
階
段
を
登
っ
て
き

ま
し
た
。
い
ま
も
登
り
中
で
す
。

　

そ
ん
な
私
た
ち
が
日
々
業
務
を
す
る

と
ど
う
な
る
の
か
。
そ
う
な
の
で
す
。

刺
激
が
な
い
と
仕
事
も
で
き
な
い
。
Ｎ

Ｏ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ 

Ｎ
Ｏ 

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
。
１

０
０
㎡
ほ
ど
あ
る
工
場
内
に
は
い
く
つ

も
の
ス
ピ
ー
カ
ー
が
設
置
さ
れ
、
毎
日

Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
、
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
が
爆
音
で
な
が

れ
、
テ
ン
シ
ョ
ン
を
上
げ
つ
つ
た
く
さ

ん
の
カ
ー
テ
ン
を
連
携
プ
レ
ー
で
仕
上

げ
て
い
き
ま
す
。
一
度
音
楽
を
70
年
代

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
に
か
え
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
が
、
知
っ
て
い
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
も
少
な
い
し
、
聞
き
続
け
て
い
る

と
若
干
気
分
が
下
が
っ
て
し
ま
い
、
そ

れ
に
と
も
な
い
効
率
も
下
が
っ
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。
人
は
単
純
な
生
き

物
で
す
。
工
場
内
は
音
楽
以
外
に
も
機

械
の
音
が
上
乗
せ
さ
れ
、
少
々
の
声
量

で
は
相
手
に
伝
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
必
然
と
う
ち
の
ス
タ
ッ
フ
は
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
た
め
に
大
声

を
出
さ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
き
っ
と
腹

筋
と
丹
田
が
鍛
え
ら
れ
、
知
ら
な
い
間

に
病
気
に
な
り
に
く
い
体
作
り
を
し
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
服
装
も
自
由
な

た
め
、
ネ
イ
ル
・
ピ
ア
ス
・
カ
ラ
コ
ン
・

エ
ク
ス
テ
・
ヘ
ア
ブ
リ
ー
チ
・
ア
ク
セ

な
ど
な
ど
働
く
人
間
も
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ

ュ
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
メ
ン
バ
ー
が

揃
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

好
き
な
音
楽
を
聴
く
。
好
き
な
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
に
身
を
包
む
。
そ
し
て
頑
張

っ
て
働
く
。
こ
れ
ぞ
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
な
の
で
す
。

　

Ｙ
Ｋ
Ｋ 

Ａ
Ｐ
は
、
最

小
47
ミ
リ
あ
れ
ば
設
置
可

能
な
樹
脂
製
内
窓
「
か
ん

た
ん 

ウ
チ
リ
モ 

内
窓
」

引
違
い
窓
を
、
７
月
７
日

に
新
発
売
す
る
。

　

現
在
、「
先
進
的
窓
リ

ノ
ベ
事
業
」
の
実
施
に
よ

り
同
社
の
「
マ
ド
リ
モ 

内
窓 

プ
ラ
マ
ー
ド
Ｕ
」

の
販
売
数
量
は
、
２
０
２

２
年
度
と
比
べ
約
２
・
５

倍
と
大
き
く
拡
大
し
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
、
築
年

数
が
古
い
木
造
住
宅
な
ど

　

立
川
ブ
ラ
イ
ン
ド
工
業

は
、全
国
15
会
場
に
て「
タ

チ
カ
ワ
ブ
ラ
イ
ン
ド
で
満

た
さ
れ
る
心
と
暮
ら
し
」

　

ス
ミ
ノ
エ 

イ
ン
テ
リ

ア 

プ
ロ
ダ
ク
ツ
は
、
水

平
循
環
型
リ
サ
イ
ク
ル
タ

イ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
「
Ｅ
Ｃ

Ｏ
Ｓ
」
の
新
柄
と
し
て
ｉ

Ｄ

-

１
６
０
０ 

シ
ャ
イ

ニ
ー
ミ
ス
ト
と
ｉ
Ｄ

-

１

７
０
０
ル
ナ
リ
ッ
ク
を
新

発
売
し
た
。

　

シ
ャ
イ
ニ
ー
ミ
ス
ト
は
、

朝
露
に
濡
れ
た
草
原
や
空

に
浮
か
ぶ
雲
の
流
れ
、
泡

と
共
に
揺
蕩
う
水
面
な
ど

心
に
刻
ま
れ
た
あ
ら
ゆ
る

心
象
風
景
を
彷
彿
さ
せ
る

デ
ザ
イ
ン
。
光
沢
糸
と
チ

ッ
プ
シ
ャ
ー
加
工
に
よ
る

質
感
の
変
化
に
よ
り
上
質

な
雰
囲
気
を
演
出
す
る
。

　

一
方
の
ル
ナ
リ
ッ
ク
は
、

リ
ネ
ン
の
ざ
っ
く
り
と

し
た
織
り
目
と
艶
感
を
テ 

ー
マ
に
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
、

光
沢
糸
を
使
用
し
た
織
模

様
が
立
体
的
に
浮
か
び
上

が
り
、
繊
細
な
織
模
様
と

光
沢
感
が
空
間
に
ア
ク
セ

ン
ト
を
与
え
る
。

　

立
川
ブ
ラ
イ
ン
ド
工
業

は
、
調
光
タ
テ
型
ブ
ラ
イ

ン
ド
「
エ
ア
レ
」
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
、
電
動
タ
イ
プ

の
「
ホ
ー
ム
タ
コ
ス　

エ

ア
レ
」
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

す
る
な
ど
５
月
１
日
に
新

発
売
す
る
。

　

調
光
タ
テ
型
ブ
ラ
イ
ン

ド
「
エ
ア
レ
」
は
、
生
地

を
Ｕ
字
に
吊
り
下
げ
た
デ

ザ
イ
ン
が
つ
く
り
だ
す
カ

ー
テ
ン
の
よ
う
な
美
し
い

フ
ォ
ル
ム
と
タ
テ
型
ブ
ラ

イ
ン
ド
同
様
の
調
光
機

能
、
そ
し
て
生
地
と
生
地

の
間
を
自
由
に
出
入
り
が

で
き
る
機
能
性
で
２
０
２

４
年
２
月
の
発
売
以
降
人

気
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

で
は
電
動
タ
イ
プ
の
「
ホ

ー
ム
タ
コ
ス　

エ
ア
レ
」

が
新
登
場
し
た
。「
コ
ン

セ
ン
ト
仕
様
」
と
「
バ
ッ

テ
リ
ー
仕
様
」
の
２
種
類

か
ら
選
べ
る
こ
と
が
で

き
、
コ
ン
セ
ン
ト
仕
様
は

電
源
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン

ト
に
差
し
込
む
だ
け
で
す

ぐ
に
使
用
可
能
で
、「
電

源
分
岐
ジ
ョ
イ
ン
ト
」
仕

様
な
ら
最
大
10
台
を
接
続

で
き
る
。
ま
た
バ
ッ
テ
リ

ー
仕
様
は
コ
ン
セ
ン
ト
が

な
く
て
も
電
動
化
が
可
能

で
、
１
回
の
満
充
電
（
約

３
時
間
）
で
約
３
カ
月
使

用
で
き
る
。
さ
ら
に
専
用

ア
プ
リ
を
使
用
す
れ
ば
、

ホ
ー
ム
タ
コ
ス
を
含
む
対

応
家
電
・
設
備
を
一
括
管

理
で
き
、
外
出
先
か
ら
の

遠
隔
操
作
も
可
能
と
な

る
。

　

ル
ノ
ン
は
、
ホ
テ
ル
や

オ
フ
ィ
ス
、
医
療
・
福
祉

な
ど
多
様
な
施
設
空
間
向

け
に
、
不
燃
認
定
壁
紙
を

は
じ
め
高
付
加
価
値
の
デ

ザ
イ
ン
と
機
能
を
追
求
し

た
壁
紙
見
本
帳
「
ル
ノ
ン

フ
レ
ッ
シ
ュ 

２
０
２
５

-

２
０
２
８
」
を
、
４
月
24

日
に
発
刊
を
開
始
す
る
。

　
「
ル
ノ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
」

の
メ
イ
ン
と
な
る
「
ク
ラ

フ
ト 

ラ
イ
ン
」
は
、
工
芸

品
の
よ
う
な
深
み
の
あ
る

で
は
、
窓
額
縁
の
見
込
み

寸
法
が
小
さ
く
ふ
か
し
枠

が
必
要
に
な
る
こ
と
で
、

施
工
性
や
意
匠
性
を
理
由

に
内
窓
設
置
を
断
念
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

　

今
回
発
売
さ
れ
る
「
か

ん
た
ん 

ウ
チ
リ
モ 

内

窓
」
引
違
い
窓
は
、
こ
う

し
た
課
題
を
解
決
す
る
べ

く
、
引
違
い
窓
の
見
込
み

を
薄
く
し
、
さ
ら
に
枠
を

室
内
側
に
持
ち
出
す
『
枠

持
ち
出
し
納
ま
り
』
に
よ

り
、
窓
額
縁
の
取
り
付
け

寸
法
が
最
小
47
ミ
リ
あ
れ

ば
ふ
か
し
枠
が
な
く
て
も

取
り
付
け
可
能
と
し
た
も

の
。施
工
性
は
も
ち
ろ
ん
、

意
匠
性
が
向
上
し
費
用
も

抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

な
お
、
今
回
の
新
商
品

発
売
と
と
も
に
シ
リ
ー
ズ

名
を
「
か
ん
た
ん 

マ
ド

リ
モ 

内
窓 

プ
ラ
マ
ー
ド

U
」
か
ら
「
か
ん
た
ん 

ウ
チ
リ
モ 

内
窓
」
に
変

更
す
る
。

テ
ク
ス
チ
ャ
ー
と
自
然
の

情
景
や
自
然
物
の
イ
ン
ス

ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
生
ま

れ
る
美
し
い
デ
ザ
イ
ン
・

カ
ラ
ー
が
特
徴
の
壁
紙
シ

リ
ー
ズ
。

　

今
回
は
７
つ
の
新
し
い

パ
タ
ー
ン
、
イ
ン
ク
ジ
ェ

ッ
ト
壁
紙
３
パ
タ
ー
ン
の

計
10
パ
タ
ー
ン
を
追
加
、

施
工
例
写
真
も
刷
新
し
改

め
て
デ
ザ
イ
ン
と
カ
ラ
ー

を
訴
求
す
る
。

　

ま
た
、
前
回
発
行
時
に

イ
ン
テ
リ
ア
シ
ョ
ッ
プ
「
ア

ク
タ
ス
」
と
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
登
場
し

た
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｄ

Ｉ
Ｃ 

Ｂ
ｏ
ａ
ｒ
ｄ
」
で

は
、
ブ
ラ
ウ
ン
、
カ
ー
キ

と
い
っ
た
ウ
ォ
ー
ム
系
の

14
色
を
追
加
、
人
気
の
「
ミ

リ
ク
ロ
ー
レ
ル
」
に
は
３

パ
タ
ー
ン（
キ
リ
ン
、
ゾ
ウ
、

ツ
リ
ー
）
の
イ
ン
ク
ジ
ェ

ッ
ト
壁
紙
が
加
わ
っ
た
。

　

さ
ら
に
新
シ
リ
ー
ズ
と

し
て
、
新
印
刷
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
「
グ
ロ
ス
マ
ッ
ト
印

刷
製
法
」
を
活
用
し
本
物

の
素
材
感
を
実
現
し
た

不
燃
認
定
壁
紙
シ
リ
ー
ズ

「
ア
ル
フ
ェ
イ
ス
」
が
登

場
し
た
。

を
テ
ー
マ
に
「
タ
チ
カ
ワ

ブ
ラ
イ
ン
ド
新
製
品
発
表

会
２
０
２
５
」
を
開
催
す

る
。
新
製
品
の
展
示
を
は

じ
め
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
心
と

身
体
の
健
康
に
着
目
し
た

４
つ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
提
案
や
電
動
製
品
の
体

感
な
ど
が
で
き
る
。

新シリーズ「アルフェイス」

シャイニーミスト

調光タテ型ブラインド「エアレ」

「かんたん ウチリモ 内窓」引違い窓発売
取り付け部が最小47ミリ

でも設置可能

「ホームタコス　エアレ」新発売
バッテリー仕様が登場

壁紙見本帳「ルノンフレッシュ」発刊
新シリーズ「アルフェイス」登場

「ECOS」の新柄
iD-1600・1700発売

「タチカワブラインド
 新製品発表会2025」

全国15会場で開催

YKK AP

立川ブラインド

ルノン

スミノエ

「ホームタコス　エアレ」の２つの電動仕様

最小47ミリで設置可能

談話
室

ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス広

島
組
合
副
理
事
長　

池
田
君
美
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北
海
道

　

18
日　

会
計
監
査
依
頼

文
送
信
。

　

21
日　

三
役
会
案
内
送

信
。

　

28
日　

前
期
技
能
検
定

受
検
申
請
書
発
送
。

新

潟

　

11
日　

情
報
・
流
通
委

員
会
（
日
装
連
）
に
坪
谷

理
事
長
が
出
席
。

　

14
日　

建
専
連
打
合

せ
。坪
谷
理
事
長
が
出
席
。

　

19
日　

第
３
回
50
周
年

記
念
委
員
会
会
議
。
委
員

会
４
名
と
印
刷
屋
２
名
が

出
席
。記
念
誌
他
の
相
談
。

富

山

　

17
日　

忠
政
会
総
会
。

平
岡
専
務
理
事
が
出
席
。

　

18
日　

富
山
支
部
役
員

会
開
催
。
内
山
支
部
長
他

３
名
が
出
席
。

　

同
日　

富
山
県
中
央
会

青
年
部
研
修
会
。
沼
田
青

年
部
長
が
出
席
。

　

28
日　

執
行
部
打
ち
合

わ
せ
。
川
西
副
理
事
長
、

茨

城

　

４
日　

白
田
理
事
長
、

小
野
瀬
専
務
理
事
打
合

せ
。
茨
城
組
合
令
和
６
年

度
通
常
総
会
に
つ
い
て
。

　

18
日　

白
田
理
事
長
打

合
せ
。
日
装
連
関
東
ブ
ロ

ッ
ク
会
通
常
総
会
に
つ
い

て
。

　

21
日　

白
田
理
事
長
組

合
事
務
所
執
務
。
茨
城
組

合
50
周
年
記
念
品
及
び
感

謝
状
等
打
合
せ
。

栃

木

　

５
日　

上
田
理
事
長
及

び
事
務
局
と
に
お
い
て
令

和
７
年
２
月
の
組
合
収
支

状
況
及
び
ラ
ベ
ル
発
行
・

売
上
状
況
の
確
認
・
打
ち

合
わ
せ
を
実
施
。

　

同
日　

組
合
員
に
対
し

令
和
７
年
度
前
期
技
能
検

定
試
験
の
受
験
案
内
を
通

知
。

　

６
日　

ラ
ベ
ル
会
員
に

対
し
令
和
７
年
度
前
期
技

能
検
定
試
験
の
受
験
案
内

青

森

　

13
日　

対
馬
理
事
長
と

事
務
局
に
て
事
業
運
営
打

合
せ
。

　

同
日　

日
装
連
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
会
議（
リ
モ
ー
ト
）

開
催
。
対
馬
理
事
長
が
出

席
。

　

24
日　

青
森
県
技
能
士

会
理
事
会
。
対
馬
理
事
長

が
出
席
。

　

25
日　

第
３
回
役
員
会

開
催
。
８
名
が
出
席
。

岩

手

　

14
日　

理
事
会
を
開

催
。
堀
口
理
事
長
、
上
田

理
事
、
徳
田
理
事
、
佐
々

木
理
事
、
高
橋
監
事
、
事

務
局
が
参
加
。

宮

城

　

５
日　

令
和
７
年
度
技

能
検
定
試
験
打
合
せ
。
備

前
検
定
委
員
長
が
出
席
。

　

13
日　

東
北
ブ
ロ
ッ
ク

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
。
髙
橋
理
事

長
が
出
席
。

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

を
通
知
。

　

12
日　

上
田
理
事
長
及

び
坪
山
・
関
本
副
理
事
長
、

監
査
役
１
名
出
席
に
よ
り

令
和
７
年
３
月
末
組
合
決

算
予
想
報
告
会
開
催
。

　

15
日　

令
和
６
年
度
法

定
防
火
壁
装
講
習
会
開

催
。
53
名
が
受
講
。

　

27
日　

栃
木
県
職
業
能

力
開
発
協
会
主
催
【
次
世

代
の
栃
木
県
の
「
も
の
づ

く
り
」
の
た
め
に
】
意
見

交
換
会
開
催
。
関
本
副
理

事
長
が
出
席
。

群

馬

　

４
日
～
23
日　

群
装
協

第
45
回
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習

会
期
間
限
定
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
配
信
。
テ
ー
マ
～
重

歩
行
用
長
尺
シ
ー
ト
の
施

工
そ
の
４
～
。

　

４
日　

群
馬
県
職
業
能

力
開
発
協
会
技
能
検
定
説

明
会
。
出
席
者
・
首
席
が

出
席
（
渡
邉
理
事
長
、
佐

藤
理
事
、
船
津
監
事
）。

　

同
日　

群
装
協
三
役

会
・
㈱
ホ
シ
ケ
ン
様
と
の

会
談
・
３
月
度
理
事
会
。

渡
邉
理
事
長
他
13
名
、
事

務
局
中
川
氏
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

出
席
７
名
、
計
21
名
。

　

７
日　

住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
エ
キ
ス
パ
ー
ト
増
改
築

相
談
指
導
員
講
習
会
。
福

島
理
事
が
出
席
。

　

８
日　

群
装
協
青
年
部

親
睦
会
。
青
年
部
員
９
名

が
出
席
。

　

27
日　

群
装
協
三
役
会

開
催
。
渡
邉
理
事
長
、
久

保
田
副
理
事
長
、
都
丸
副

理
事
長
、高
橋
副
理
事
長
、

倉
持
副
理
事
長
、
小
澤
専

務
理
事
、事
務
局
が
出
席
。

　

31
日
～
４
月
13
日　

群

装
協
第
46
回
オ
ン
ラ
イ
ン

講
習
会
期
間
限
定
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配
信
。
テ
ー
マ

～
長
尺
シ
ー
ト
そ
の
５
目

地
溶
接
～
。

埼

玉

　

３
日　

大
附
理
事
長
組

合
事
務
所
執
務
。

　

11
日　

第
９
回
理
事
会

開
催
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
）。
出
席
者

11
名
、
欠
席
者
４
名
。

　

同
日　

組
合
創
立
50
周

年
記
念
誌
部
会
。
嶋
村
副

理
事
長
、間
山
副
理
事
長
、

宮
澤
理
事
、
林
理
事
、
並

河
理
事
、事
務
局
が
出
席
。

　

17
日　

埼
玉
県
職
業
能

力
開
発
協
会
理
事
会
に
大

附
理
事
長
が
出
席
。

　

19
日　

青
年
部
卒
業

式
。
青
年
部
会
員
12
名
、

卒
業
生
４
名
、
合
計
16
名

が
出
席
。

　

25
日　

情
報
委
員
会
・

記
念
誌
部
会
。
嶋
村
副
理

事
長
、
間
山
副
理
事
長
、

熊
坂
理
事
、
林
理
事
、
並

河
理
事
、事
務
局
が
出
席
。

　

28
日　

東
ブ
ロ
ッ
ク
会

開
催
。
７
名
が
出
席
。

　

31
日　

大
附
理
事
長
組

合
事
務
所
執
務
。

千

葉

　

12
日　

令
和
６
年
度
官

公
需
普
及
促
進
懇
談
会

（
千
葉
県
中
小
企
業
団
体

中
央
会
）。
議
題
・「
中
小

企
業
が
発
注
機
関
か
ら
受

注
し
て
い
く
た
め
に
は
」

㈱
Ｌ
Ｇ
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー

執
行
役
員
川
畑
隆
一
氏
。

懇
談
・「
官
公
需
受
注
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
」
千
葉
県
中
小
企
業
団

体
中
央
会
専
務
理
事
斉
藤

清
氏
。
理
事
長
が
出
席
。

　

13
日　

千
葉
県
中
小
企

業
団
体
第
55
回
通
常
総

会
。藤
間
理
事
長
が
出
席
。

　

14
日
～
19
日　

技
能
検

定
他
に
つ
い
て
打
合
せ

（
教
育
委
員
会
）。
菅
沼
副

理
事
長
、
川
村
委
員
長
が

出
席
。

　

18
日　

千
葉
県
職
業
能

力
開
発
協
会
令
和
６
年
度

臨
時
総
会
。
藤
間
理
事
長

が
出
席
。

　

19
日　

令
和
６
年
度
情

報
連
絡
員
会
議
（
千
葉
県

中
小
企
業
団
体
中
央
会
）。

事
務
局
が
出
席
。

　

28
日　

外
国
人
随
時
３

級
検
定
。
受
験
生
４
名
。

表
装
（
壁
装
作
業
）。
講

師
・
菅
沼
金
吾
氏
（
㈱
リ

ン
ク
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
）、太
田
和
男
氏
（（
有
）

チ
ー
ム
エ
フ
）、
川
村
賢

司
氏
（
美
友
産
業
㈲
）。

　

30
日　

マ
ン
シ
ョ
ン
千

葉
管
理
組
合
通
常
総
会
。

藤
間
理
事
長
が
出
席
。

東

京

　

４
日　

広
報
委
員
会
・

環
境
研
究
会
開
催
。
安
田

委
員
長
、
村
田
会
長
他
委

員
４
名
、
事
務
局
３
名
合

計
９
名
が
出
席
。

　

同
日　

青
年
部
次
世
代

委
員
会
。
奥
﨑
委
員
長
他

委
員
３
名
、
事
務
局
２
名

合
計
６
名
が
出
席
。

　

10
日　

総
務
委
員
会
開

催
。
池
上
委
員
長
他
委
員

２
名
、
事
務
局
２
名
合
計

５
名
が
出
席
。

　

12
日　

正
・
副
理
事
長

会
開
催
。
椎
津
理
事
長
、

副
理
事
長
３
名
、
事
務
局

２
名
、合
計
６
名
が
出
席
。

　

同
日　

３
月
定
例
理
事

会
開
催
。
椎
津
理
事
長
、

副
理
事
長
３
名
、
理
事
14

名
、
監
事
２
名
、
合
計
20

名
が
出
席
。

　

17
日　

工
事
研
究
会
ラ

ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
椎

津
理
事
長
、
原
会
長
他
委

員
２
名
、
事
務
局
１
名
合

計
５
名
が
出
席
。

　

27
日
、
28
日　

工
事
研

究
会
オ
リ
エ
ン
タ
ル
カ
ー

ペ
ッ
ト
山
形
工
房
見
学
会

視
察
。
原
会
長
他
委
員
２

名
、
事
務
局
１
名
合
計
４

名
が
出
席
。

三
多
摩

　

19
日　

理
事
会
を
開

催
。
理
事
９
名
、
監
事
１

名
、
合
計
９
名
が
出
席
。

　

同
日　

活
性
化
委
員
会

開
催
。
委
員
３
名
、
他
１

名
、
合
計
４
名
が
出
席
。

神
奈
川

　

３
日　

令
和
７
年
度
前

期
技
能
検
定
試
験
に
係
る

申
請
書
の
配
布
。
渡
邊
専

務
理
事
が
出
席
。

　

４
日　

創
立
50
周
年
記

念
事
業
座
談
会
。テ
ー
マ
・

内
装
業
界
の
継
続
、
発
展

を
議
論
。
県
西
部
総
合
職

業
技
術
校
・
井
上
校
長
、

県
内
装
仕
上
技
能
士
会
・

本
間
会
長
、
㈲
イ
ン
テ
リ

ア
情
報
企
画
・
善
明
社
長
、

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
・
安
井
様
、
福
本
理
事

長
、
渡
邊
専
務
理
事
、
邑

田
主
任
が
出
席
。

　

５
日　

防
火
壁
装
講
習

会
・
新
規
。
新
規
加
入
者

１
名
が
受
講
。
講
師
・
渡

邊
専
務
理
事
。

　

同
日　

事
務
局
だ
よ
り

第
54
号
発
信
。
内
容
・
技

能
検
定
試
験
案
内
他
。

　

12
日　

防
火
壁
装
講
習

会
・
新
規
。
新
規
加
入
者

１
名
が
受
講
。
講
師
・
渡

邊
専
務
理
事
。

　

同
日　

防
火
壁
装
講
習

会
・
新
規
。
新
規
加
入
者

１
名
が
受
講
。
講
師
・
渡

邊
専
務
理
事
。

　

14
日　

事
務
局
だ
よ
り

第
56
号
発
信
。
内
容
・
登

録
基
幹
技
能
者
案
内
、
技

能
検
定
試
験
案
内
他
。

　

19
日　

令
和
７
年
度
労

働
保
険
事
務
組
合
年
度
更

新
事
務
説
明
会
。
邑
田
事

務
局
主
任
が
出
席
。

　

同
日　

防
火
壁
装
講
習

会
・
新
規
。
新
規
加
入
者

１
名
が
受
講
。
講
師
・
渡

邊
専
務
理
事
。

　

21
日　

創
立
50
周
年
記

念
事
業
運
営
会
議
。
ホ
テ

ル
担
当
者
２
名
、
渡
邊
専

務
理
事
、
邑
田
主
任
が
出

席
。

　

28
日　

防
火
壁
装
講
習

会
・
新
規
。
新
規
加
入
者

２
名
が
受
講
。
講
師
・
渡

邊
専
務
理
事
。

　

31
日　

期
末
棚
卸
作

業
。

山

梨

　

10
日　

山
梨
県
技
能
士

会
連
合
会
第
２
回
正
副
会

長
会
議
に
桜
井
理
事
長
が

出
席
。

　

21
日　

令
和
７
年
度
労

働
保
険
事
務
組
合
年
度
更

新
説
明
会
。
事
務
局
が
出

席
。

　

26
日　

山
梨
県
技
能
士

会
連
合
会
令
和
７
年
度
理

事
会
に
桜
井
理
事
長
が
出

席
。

工
事
基
幹
技
能
者
講
習
申

込
案
内
を
全
組
合
員
に
送

付
。

　

13
日　

日
装
連
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
会
議（
リ
モ
ー
ト
）

開
催
。
野
口
理
事
長
が
出

席
。

　

14
日　

組
合
50
周
年
事

業
打
ち
合
わ
せ
。
鈴
木
副

理
事
長
、
事
務
局
、
広
告

会
社
が
出
席
。

　

28
日　

壁
装
ラ
ベ
ル
印

字
内
容
に
つ
い
て
の
お
願

い
を
全
組
合
員
に
送
付
。

福

島

　

13
日　

東
北
ブ
ロ
ッ
ク

会
（
リ
モ
ー
ト
会
議
）
開

催
。
７
名
が
出
席
。（
青

森
県
・
岩
手
県
・
宮
城
県
・

秋
田
県
・
山
形
県
・
福
島

県
・
北
海
道
理
事
長
）

　

19
日　

福
島
県
建
設
専

門
工
事
業
団
体
連
合
会
第

24
回
通
常
総
会
。
名
畑
理

事
長
が
出
席
。

　

25
日　

県
北
支
部
役
員

会
開
催
。
５
名
が
出
席
。

　

31
日　

会
報
「
県
室
協

ニ
ュ
ー
ス
」
第
56
号
を
発

行
。

黒
坂
副
理
事
長
、
宝
田
副

理
事
長
、
平
岡
専
務
理
事

が
出
席
。石

川

　

12
日　

三
役
会
開
催
。

三
役
４
名
が
出
席
。

　

19
日　

第
６
回
理
事
会

開
催
。
理
事
８
名
・
監
事

１
名
・
事
務
局
１
名
が
出

秋

田

　

19
日　

三
役
会
開
催
。

山

形

　

７
日　

第
２
０
６
回
理

事
会
を
開
催
。
野
口
理
事

長
他
合
わ
せ
て
５
名
が
出

席
。

　

11
日　

令
和
７
年
度
技

能
検
定
受
検
案
内
を
全
組

合
員
に
送
付
。

　

12
日　

登
録
内
装
仕
上

席
。
※
日
Ｉ
Ｄ
社
内
検
定

１
級
合
格
証
書
が
宮
本
外

次
理
事
相
談
役
【
日
装
連

理
事
長
】
か
ら
藤
田
竹
宏

理
事
に
授
与
さ
れ
た
（
写

真
別
掲
）。

　

26
日　

三
役
会
開
催
。

三
役
３
名
（
宮
理
事
長
・

西
川
副
理
事
長
・
林
副
理

事
長
）
が
出
席
。

福

井

　

４
日　

会
話
Ａ
Ｉ
構
築

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
ｍ

ｉ
ｉ
ｂ
ｏ
（
ミ
ー
ボ
）」

ハ
ン
ズ
オ
ン
セ
ミ
ナ
ー
。

事
務
局
員
が
出
席
。

　

６
日　

福
井
県
科
学
技

術
高
等
学
校
出
前
授
業
請

願
書
提
出
。
石
谷
教
頭
、

浜
本
理
事
長
、
事
務
局
員

が
出
席
。

　

11
日　

ふ
じ
装
美
、
い

ん
て
り
あ
福
井
新
聞
取

材
。
事
務
局
員
が
出
席
。

　

18
日　

福
井
商
工
会
議

所
支
援
施
策
合
同
説
明

会
。
事
務
局
員
が
出
席
。

　

27
日　

福
井
県
技
能
士

会
連
合
会
第
64
回
理
事

会
。
浜
本
理
事
長
出
席
。

　

同
日　

福
井
県
職
業
能

力
開
発
協
会
第
94
回
理
事

会
。
浜
本
理
事
長
出
席
。

　

同
日　

福
井
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
税
理
士
相

談
。
中
央
会
堀
井
氏
、
高

間
税
理
士
、
事
務
局
員
が

出
席
。

長

野

　

10
日　

中
央
会
主
催
労

働
問
題
研
究
会
に
大
原
理

事
長
が
出
席
（
長
野
会

場
）。

　

12
日　

中
央
会
主
催
労

働
問
題
研
究
会
に
組
合
員

２
社
４
名
が
出
席
（
松
本

会
場
）。

　

14
日　

４
月
１
日
～
壁

装
ラ
ベ
ル
印
字
内
容
変
更

の
案
内
文
書
を
組
合
員
に

発
信
。

　

21
日　

令
和
７
年
度
前

期
技
能
検
定
に
関
す
る
案

内
文
書
を
組
合
員
に
発

信
。

中
部
ブ
ロ
ッ
ク

岐

阜

　

６
日　

岐
阜
県
中
央
会

情
報
連
絡
会
議
に
木
田
専

務
理
事
が
出
席
。

　

７
日　

常
任
理
事
会
を

開
催
。

　

13
日　

岐
阜
県
技
能
士

北日装連単組
レポート

か
らか南
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鳥

取

　

11
日　

令
和
６
年
度
技

能
向
上
勉
強
会
（
カ
ー
ペ

ッ
ト
施
工
）
開
催
。
20
名

が
参
加
。

　

12
日　

鳥
取
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
令
和
６
年

度
第
１
回
臨
時
総
会
に
上

森
副
理
事
長
が
出
席
。

　

19
日　

鳥
取
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
主
催
の
組

合
事
務
局
向
け
セ
ミ
ナ
ー

に
事
務
局
が
出
席
。

し
ま
ね

　

３
日　

島
根
県
商
工
労

働
部
中
小
企
業
課
門
脇
課

長
、
後
藤
課
長
補
佐
、
三

島
主
任
に
公
共
工
事
随
意

契
約
等
公
式
文
書
交
付
の

お
願
い
並
び
に
打
ち
合
わ

せ
。
三
島
理
事
長
、
事
務

局
が
出
席
。

　

４
日　

三
役
会
開
催
。

三
島
理
事
長
、
長
岡
副
理

事
長
、
内
田
専
務
理
事
、

細
木
相
談
役
、
事
務
局
が

出
席
。

　

５
日　

東
部
支
部
役
員

会
開
催
。

　

11
日　

下
請
取
引
適
正

化
・
価
格
転
嫁
サ
ポ
ー
ト

セ
ミ
ナ
ー
（
島
根
県
商
工

労
働
部
中
小
企
業
課
、
し

ま
ね
産
業
振
興
財
団
共

催
・
一
部
オ
ン
ラ
イ
ン
受

講
）。

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

中
国
ブ
ロ
ッ
ク

沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク

徳

島

　

記
載
事
項
な
し

香

川

　

11
日　

防
炎
業
務
臨
時

講
習
会
。
講
師
・
本
郷
副

理
事
長
。
１
名
が
受
講
。

　

同
日　

防
火
壁
装
臨
時

講
習
会
。
講
師
・
忰
山
副

理
事
長
。
１
名
が
受
講
。

　

13
日　

第
３
７
３
回
理

事
会
開
催
。
藤
井
理
事
長

他
８
名
が
出
席
。

愛

媛

　

記
載
事
項
な
し

高

知

　

４
日　

定
例
理
事
会
を

開
催
。
久
保
理
事
長
他
13

名
が
出
席
。

　

17
日　

臨
時
四
役
会
を

開
催
。
久
保
理
事
長
他
４

名
が
出
席
。

　

26
日　

施
工
委
員
会
検

定
ト
ラ
イ
ア
ル
準
備
。
濱

田
施
工
委
員
長
他
２
名
が

出
席
。

四
国
ブ
ロ
ッ
ク

九
州
ブ
ロ
ッ
ク

福

岡

　

３
日　

福
岡
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
へ
月
次
情

報
連
絡
票
（
２
月
分
）
提

出
。

　

７
日　

令
和
７
年
度
技

能
検
定
受
検
申
請
書
の
要

望
数
と
開
催
概
要
を
組
合

員
、
賛
助
会
員
、
関
係
企

業
に
発
信
。

　

11
日　

日
装
連
情
報
流

通
委
員
会
。
福
岡
組
合
か

ら
村
上
情
報
流
通
委
員
長

が
出
席
。

　

12
日　

博
多
法
人
会
主

催
「
決
算
説
明
会
」。
入

口
職
員
が
出
席
。

　

同
日　

福
岡
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
第
６
回
理

事
会
。松
山
理
事
長
出
席
。

　

13
日　

福
岡
組
合
三
役

沖

縄

　

５
日　

令
和
７
年
第
３

回
防
炎
防
火
講
習
会
を
開

催
。
講
師
・
沖
縄
県
組
合

事
務
局
長
宮
里
亮
徹
氏
。

防
炎
業
務
講
習
会
52
名
、

防
火
壁
装
講
習
会
20
名
が

参
加
。

　

12
日　

令
和
７
年
第
４

回
防
炎
防
火
講
習
会
を
開

滋

賀

　

10
日　

令
和
７
年
度
滋

賀
組
合
研
修
旅
行
の
案
内

を
組
合
員
・
準
組
合
員
に

送
付
。

　

11
日　

令
和
７
年
度
前

期
技
能
検
定
の
案
内
を
全

会
員
と
非
会
員
に
送
付
。

　

12
日　

令
和
７
年
度
登

録
内
装
仕
上
工
事
基
幹
技

能
者
講
習
の
案
内
を
組
合

員
に
送
付
。

　

25
日　

会
計
監
査
前
打

ち
合
わ
せ
。眞
神
税
理
士
、

中
山
理
事
長
と
三
役
が
出

席
。

京

都

　

５
日　

令
和
７
年
度
前

期
技
能
検
定
事
務
説
明
会

（
京
都
府
職
業
能
力
開
発

協
会
）。
林
理
事
が
出
席
。

　

13
日　

理
事
会
を
開

催
。
理
事
が
出
席
。

　

17
日　

京
都
府
職
別
国

保
組
合
会
。
白
石
理
事
長

が
出
席
。

　

21
日　

日
装
連
職
別
意

見
交
換
会（
国
土
交
通
省
）

に
白
石
理
事
長
が
出
席
。

大

阪

　

５
日　

令
和
７
年
度
前

期
技
能
検
定
実
施
事
務
説

明
会
【
大
阪
府
職
業
能
力

開
発
協
会
主
催
】。
林
田

専
務
理
事
が
出
席
。

　

７
日　

住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
エ
キ
ス
パ
ー
ト
指
導
員

（
臨
時
）
研
修
会
（
リ
モ

ー
ト
形
式
・
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
・
紛
争
処
理
支
援
セ

ン
タ
ー
主
催
）。
７
名
が

受
講
。「
大
阪
会
場
」
と

し
て
事
務
局
施
設
を
提

供
。

　

10
日　

日
Ｉ
Ｄ
・
教
育

資
格
委
員
会
（
リ
モ
ー
ト

形
式
）。
鈴
木
理
事
長
、

大
石
副
理
事
長
が
出
席
。

　

25
日　

大
阪
府
中
小
企

業
団
体
中
央
会
役
員
会
。

鈴
木
理
事
長
が
出
席
。

兵

庫

　

３
月
は
通
常
の
組
合
業

務
の
み

奈

良

　

12
日　

理
事
会
開
催
。

安
田
理
事
長
、
城
野
副
理

事
長
、
松
下
副
理
事
長
、

山
口
専
務
理
事
、
山
口

（
恵
）
理
事
、
池
田
理
事
、

播
理
事
、
高
田
理
事
、
古

川
事
務
局
が
出
席
。

　

25
日　

三
役
会
議
を
開

催
。

和
歌
山

　

６
日　

床
材
工
事
を
ラ

ク
に
す
る
講
習
会
。
出
席

者
・
受
講
者
19
名
【
内
、

会
場
ス
タ
ッ
フ
（
担
当
理

事
）
６
名
】、
事
務
局
。

　

同
日　

三
役
会
議
開

催
。
東
端
理
事
長
、
浦
口

副
理
事
長
、
松
坂
副
理
事

長
、
谷
本
専
務
理
事
、
事

務
局
が
出
席
。

　

18
日　

和
歌
山
県
職
業

能
力
開
発
協
会
令
和
６
年

度
第
２
回
理
事
会
に
東
端

理
事
長
が
出
席
。

　

28
日　

Ｗ
．Ｉ
．Ｄ
．Ａ
．

青
年
部
会
議
。
松
岡
青
年

部
長
他
、
青
年
部
７
名
が

出
席
。

　

30
日　

Ｗ
．Ｉ
．Ｄ
．Ａ
．

青
年
部
事
業
「
海
南
Ｕ
Ｎ

Ｄ
Ｅ
Ｒ 
Ａ
Ｇ
Ｅ
」
壁
紙

パ
ネ
ル
製
作
。
松
岡
青
年

部
長
、
早
水
理
事
、
東
端

（
秀
）
氏
、
松
坂
理
事
が

出
席
。

会
、
令
和
６
年
度
第
４
回

理
事
会
開
催
。
松
山
理
事

長
以
下
理
事
15
名
出
席
。

　

18
日　

福
岡
県
技
能
士

連
合
会
第
２
回
理
事
会
。

松
山
理
事
長
が
出
席
。

　

同
日　

福
岡
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
情
報
連
絡

員
・
景
況
調
査
員
合
同
会

議
～
講
習
会
。
平
田
専
務

理
事
が
出
席
。

　

同
日　

福
岡
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
訪
問
、
令

和
７
年
度
補
助
金
申
請
に

つ
い
て
打
合
せ
。

　

19
日　

登
録
内
装
仕
上

工
事
基
幹
技
能
者
登
録
更

新
の
件
、
福
岡
組
合
の
登

録
更
新
者
６
名
全
員
の
更

新
を
確
認
し
日
装
連
へ
報

告
。

　

21
日　

北
九
州
支
部
総

会
の
案
内
発
信
、
４
月
25

日
開
催
（
福
岡
支
部
総
会

は
４
月
８
日
、
筑
後
支
部

総
会
は
４
月
26
日
に
開

催
）。

　

25
日　

日
装
連
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
会
会
議
資
料
の
作

成
依
頼
（
現
状
報
告
と
要

望
）
を
各
県
へ
発
信
。

　

31
日　

決
算
業
務
。

佐

賀

　

12
日　

防
火
壁
装
・
防

炎
業
務
講
習
会
開
催
（
前

回
欠
席
者
・
新
規
）。

　

21
日　

佐
賀
県
職
能
協

会
理
事
会
に
森
田
理
事
が

出
席
。

　

同
日　

理
事
長
・
事
務

局
打
合
せ
。

　

28
日　

青
年
部
長
・
事

務
局
打
合
せ
。

長

崎

　

５
日　

中
央
会
事
務
局

代
表
者
協
議
会
令
和
６
年

度
第
２
回
研
修
会
に
事
務

局
が
出
席
。

　

６
日　

中
央
会
青
年
部

令
和
６
年
度
第
４
回
正
副

直
前
会
長
会
議
に
小
室
会

長
が
出
席
。

　

11
日　

中
央
会
青
年
部　

令
和
６
年
度
第
７
回
幹
事

会
に
小
室
会
長
が
出
席
。

　

19
日　

税
理
士
と
の
打

ち
合
わ
せ
。

　

26
日　

令
和
６
年
度
長

崎
県
職
業
能
力
開
発
協
会

第
２
回
理
事
会
に
小
室
理

事
長
が
出
席
。

熊

本

　

５
日　

理
事
会
を
開

催
。
８
名
が
出
席
。

　

６
日　

熊
本
県
技
能
士

会
連
合
会
青
年
部
総
会
。

中
野
副
理
事
長
が
出
席
。

　

７
日　

熊
本
県
技
能
士

会
連
合
会
三
者
会
議
。
中

野
相
談
役
が
出
席
。

　

26
日　

熊
本
県
技
能
士

会
連
合
会
理
事
会
。
中
野

相
談
役
が
出
席
。

　

同
日　

三
役
会
を
開

催
。
三
役
が
出
席
。

大

分

　

３
日　

令
和
７
年
度
前

期
技
能
検
定
打
合
せ
会

議
。
事
務
局
員
が
出
席
。

　

11
日　

第
５
回
理
事
役

員
会
開
催
。
理
事
７
名
、

監
事
１
名
、
相
談
役
、
事

務
局
員
が
出
席
。

　

14
日　

成
良
理
事
長
・

事
務
局
で
業
務
打
ち
合
わ

せ
。

　

25
日　

組
合
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
更
新
。

宮

崎

　

３
日　

令
和
７
年
度
前

期
技
能
検
定
受
験
案
内
を

連
合
会
理
事
会
・
異
業
種

交
流
会
に
荻
野
委
員
長
、

栗
田
副
委
員
長
が
出
席
。

静

岡

　

11
日　

日
装
連
情
報
・

流
通
委
員
会
へ
鷹
尾
理
事

長
が
参
加
。

　

19
日　

２
０
２
４
年
度

特
別
総
務
委
員
会
開
催
。

鷹
尾
理
事
長
、
副
理
事
長

（
３
名
）、
事
務
局
縣
氏
が

出
席
。

　

21
日　

組
合
倉
庫
の
変

更
に
伴
う
、
器
材
・
部
材

搬
入
搬
出
作
業
。
倉
庫
内

の
器
材
・
部
材
の
棚
卸
も

同
時
実
施
。阿
部
信
行
氏
、

阿
部
雅
樹
氏
、
事
務
局
縣

氏
が
出
席
。

　

24
日　

労
災
保
険
の
等

級
変
更
者
届
出
。
事
務
局

縣
氏
が
出
席
。

　

25
日　

２
０
２
５
年
度

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
。

鷹
尾
理
事
長
他
５
名
が
出

席
。

　

27
日　

労
災
保
険
の
脱

会
者
、
新
規
加
入
者
の
届

出
。事
務
局
縣
氏
が
出
席
。

　

28
日　

倉
庫
器
材
・
部

材
貸
出
者
か
ら
の
返
却
立

合
い
。
事
務
局
縣
氏
が
出

席
。

愛

知

　

15
日　

日
装
連
情
報
・

流
通
委
員
会
。
鈴
木
理
事

長
が
出
席
。

　

19
日　

愛
装
協
総
務
委

員
会
開
催
。

　

26
日　

愛
知
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
正
副
会
長

会
・
理
事
会
・
役
員
懇
親

会
。鈴
木
理
事
長
が
出
席
。

三

重

　

行
事
、
事
業
等
な
し
。

３
月
は
、
理
事
会
は
開
催

せ
ず
。

　

12
日　

東
部
支
部
ガ
ラ

ス
フ
ィ
ル
ム
技
術
講
習

会
。
㈱
サ
ン
ゲ
ツ
に
よ
る

講
習
会
。
22
名
参
加
。

　

同
日　

島
根
県
商
工
労

働
部
中
小
企
業
課
門
脇
課

長
、
後
藤
課
長
補
佐
、
三

島
主
任
に
公
共
工
事
随
意

契
約
等
公
式
文
書
交
付
の

お
願
い
並
び
に
打
ち
合
わ

せ
（
再
）。
三
島
理
事
長
、

事
務
局
が
出
席
。

　

17
日　

令
和
６
年
度
中

国
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
中
央
会

第
２
回
研
究
会
。
中
国
ブ

ロ
ッ
ク
青
年
中
央
会
三
島

宗
祐
会
長
（
㈲
装
栄
）
が

出
席
。

　

18
日　

鳥
取
組
合
杉
内

理
事
長
日
Ｉ
Ｄ
他
打
ち
合

わ
せ
。
三
島
理
事
長
が
参

加
。

　

24
日　

島
根
県
庁
表
敬

訪
問
、
中
小
企
業
課
打
ち

合
わ
せ
結
果
報
告
並
び
に

お
礼
。（
島
根
県
側
）
島

根
県
政
策
企
画
局
秘
書
課

持
田
課
長
。（
組
合
側
）

三
島
理
事
長
、
事
務
局
。

　

26
日　

理
事
会
を
開

催
。
理
事
９
名
、
監
事
２

名
、
事
務
局
、
計
12
名
が

出
席
。

　

27
日　

雲
南
市
表
敬
訪

問
、
工
事
発
注
、
分
離
発

注
要
望
書
提
出
。（
雲
南

市
側
）
石
飛
厚
志
雲
南
市

長
、
管
財
課
富
山
課
長
。

（
組
合
側
）
三
島
理
事
長
、

長
岡
副
理
事
長
、
太
田
副

理
事
長
、内
田
専
務
理
事
、

事
務
局
（
写
真
別
掲
）。

岡

山

　

13
日　
「
職
業
能
力
開

発
協
会
第
95
回
理
事
会
」

に
、
高
田
副
理
事
長
が
出

席
。

　

19
日　
「
中
央
会
第
４

回
役
員
会
」
に
高
田
副
理

事
長
が
出
席
。

　

26
日　

三
役
会
を
組
合

事
務
局
で
開
催
、
今
期
の

決
算
に
つ
い
て
打
ち
合
わ

せ
。

広

島

　

５
日　

事
務
局
長
採
用

面
接
。
岡
田
理
事
長
ほ
か

２
名
が
出
席
。

　

14
日　

広
島
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
理
事
会
に

岡
田
理
事
長
が
出
席
。

　

同
日　

教
育
情
報
委
員

会
開
催
。
岡
田
理
事
長
、

濱
本
副
理
事
長
ほ
か
３
名

が
出
席
。

　

27
日　

日
装
連
新
聞

（
善
明
氏
）
新
理
事
長
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
。
岡
田
理
事

長
が
出
席
。

　

同
日　

広
報
・
渉
外
委

員
会
。
平
副
理
事
長
ほ
か

４
名
が
出
席
。

　
〈
青
年
部
会
〉

　

24
日　

正
副
部
会
長
会

議
開
催
。
世
良
部
会
長
ほ

か
２
名
が
出
席
。

山

口

　

14
日　

山
口
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
理
事
会
会

議
へ
横
田
理
事
長
が
出

席
。

告
知
。

　

４
日　

創
立
50
周
年
事

業
実
行
委
員
会
。
役
員
６

名
・
事
務
局
が
出
席
。

　

同
日　

第
５
回
創
立
50

周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
の
案
内
通
知
。

　

６
日　

令
和
７
年
度
第

１
回
理
事
会
の
案
内
通
知

（
開
催
予
定
日
・
４
月
30

日
）。

　

11
日　

２
０
２
５
年
度

【
新
規
】
登
録
内
装
仕
上

工
事
基
幹
技
能
者
講
習
の

案
内
を
告
知
。

　

14
日　

監
事
に
よ
る
令

和
６
年
度
会
計
業
務
監
査

依
頼
書
送
付
。川
池
監
事
・

秦
監
事
送
付
。

　

18
日　

役
員
会
議
開

催
。
前
畑
理
事
長
他
役
員

５
名
が
出
席
。

　

24
日　

令
和
４
・
５
年

度
取
引
力
強
化
推
進
事
業

補
助
金
に
係
る
補
助
事
業

実
績
報
告
書
作
成
。
県
中

央
会
新
濱
氏
来
所
、
事
務

局
長
が
出
席
。

鹿
児
島

　

25
日　

三
役
会
開
催
。

理
事
長
他
三
役
が
出
席
。

　

同
日　

理
事
会
を
開

催
。
理
事
長
他
理
事
が
出

席
。

催
。
講
師
・
沖
縄
県
組
合

事
務
局
長
宮
里
亮
徹
氏
。

防
炎
業
務
講
習
会
64
名
、

防
火
壁
装
講
習
会
16
名
が

参
加
。

　

14
日　

外
国
人
準
３
級

検
定
が
実
施
さ
れ
、
事
務

局
の
宮
里
氏
が
補
佐
と
し

て
参
加
。
検
定
員
・
玉
城

聡
氏
。
受
験
者
１
人
（
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
）。

しまね組合 雲南市表敬訪問
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「
こ
れ
か
ら
の
組
合
に

は
、
今
の
時
代
に
あ
っ
た

事
業
を
す
ぐ
に
立
案
・
実

行
す
る
と
い
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
の
体
制
を
整
え
る
べ

く
、
ま
ず
は
組
織
改
革
を

行
い
ま
し
た
」
と
岡
田
理

事
長
は
語
る
。

　

広
島
組
合
で
は
、
総
務

　

こ
の
よ
う
に
組
織
改
革

を
実
行
し
、
委
員
会
主
体

の
新
た
な
事
業
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
い
る
岡
田
理
事

長
が
、
今
も
っ
と
も
重
視

し
て
い
る
取
り
組
み
が
情

報
の
入
手
・
発
信
・
共
有

で
あ
る
。

主
体
で
事
業
計
画
を
立
案

し
、
予
算
案
ま
で
立
て
る

よ
う
な
主
体
的
な
運
営
に

移
行
し
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
は
、
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
事
務
局
が

主
体
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
組
合
員
に
必
要
な
事

業
と
は
何
か
を
一
番
理
解

し
て
い
る
の
は
や
は
り

我
々
だ
と
思
い
ま
す
。
理

事
も
多
忙
の
た
め
難
し
い

部
分
も
多
い
の
で
す
が
、

課
題
な
ど
を
拾
い
出
し
な

が
ら
必
要
と
な
る
新
た
な

事
業
を
実
行
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

委
員
会
、
教
育
情
報
委
員

会
、
事
業
委
員
会
、
広
報

渉
外
委
員
会
（
広
報
委
員

会
か
ら
改
称
）
と
い
う
４

委
員
会
を
設
置
、
４
人
の

委
員
長
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
は
２
人
の
副
理
事
長

が
２
委
員
会
ず
つ
を
管
掌

し
て
き
た
。
岡
田
理
事
長

の
就
任
後
は
副
理
事
長
を

４
人
体
制
と
し
、
委
員
会

ご
と
に
１
人
の
副
理
事
長

を
直
結
、
そ
う
す
る
こ
と

で
委
員
会
で
検
討
さ
れ
た

内
容
や
三
役
会
で
の
決
定

事
項
を
す
ぐ
に
共
有
・
実

行
で
き
る
体
制
と
し
た
。

そ
れ
と
同
時
に
、
委
員
会

　

２
０
２
４
年
度
に
新
た

な
理
事
長
が
誕
生
し
た
８

つ
の
組
合
を
訪
問
し
、
新

理
事
長
の
方
針
を
聞
く
シ

リ
ー
ズ
「
新
理
事
長
に
聞

く
」。
５
番
目
に
ご
登
場

い
た
だ
く
の
は
広
島
組
合

の
岡
田
展
政
理
事
長
（
㈱

マ
ル
ケ
ン
装
飾
）で
あ
る
。

　

広
島
組
合
と
い
え
ば
、

昨
年
度
に
設
立
20
周
年
を

迎
え
た
青
年
部
会
の
活
発

な
活
動
で
知
ら
れ
て
い

る
。
特
に
高
校
生
に
対
す

る
出
前
授
業
（
職
業
体
験

授
業
）
は
先
行
事
例
と
し

て
全
国
の
組
合
か
ら
注
目

が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
の
初
代
青
年
部
会
長

を
務
め
た
の
が
竹
内
剛
前

理
事
長
で
、
岡
田
展
政
理

事
長
は
３
代
目
の
青
年
部

会
長
で
あ
っ
た
。
ま
た
竹

内
理
事
長
時
代
に
は
副
理

事
長
と
し
て
組
合
の
発
展

に
寄
与
、
ま
さ
に
青
年
部

時
代
か
ら
長
き
に
わ
た
っ

て
広
島
組
合
の
事
業
運
営

に
尽
力
し
て
き
た
岡
田
理

事
長
に
、
今
後
の
広
島
組

合
の
さ
ら
な
る
進
化
の
方

向
性
を
伺
っ
た
。

最前線
探訪

広島組合

新理事長に聞く

最前線線
探探探探探探探探探探探探探訪訪訪訪訪訪

新理事長に聞く
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そ
の
成
果
の
一
つ
と
し

て
、
昨
年
10
月
に
は
事
業

委
員
会
が
発
案
し
た
若
手

社
員
向
け
の
「
若
手
研
修

会
」
を
サ
ン
ゲ
ツ
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
で
開
催
し
た
。

　

現
在
、
内
装
業
界
で
は

人
手
不
足
、
担
い
手
不
足

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
が
、
せ
っ
か
く
入
社

し
て
も
す
ぐ
に
辞
め
て
し

ま
う
な
ど
若
手
社
員
の

「
定
着
」
も
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
若
手
が
定
着
し

な
い
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
だ

が
、
し
っ
か
り
と
し
た
教

育
が
で
き
ず
、
ス
キ
ル
が

身
に
付
か
な
い
た
め
や
り

が
い
が
見
い
だ
せ
な
い
と

い
う
理
由
も
大
き
い
。
し

か
し
小
規
模
事
業
者
に
と

っ
て
社
員
教
育
の
実
行
は

容
易
で
は
な
い
。
そ
こ
で

組
合
が
代
わ
っ
て「
定
着
」

の
た
め
の
企
画
を
立
案
し

た
と
い
う
わ
け
だ
。

　

同
研
修
会
で
は
、
入
社

３
年
目
以
内
の
若
手
を
対

象
に
営
業
、
職
人
、
現
場

管
理
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
業

種
の
15
名
が
集
ま
り
、
丸

一
日
を
か
け
て
基
礎
知
識

を
み
っ
ち
り
と
学
ん
だ
。

　
「
参
加
者
は
も
ち
ろ
ん
、

組
合
員
か
ら
も
か
な
り
評

判
は
よ
か
っ
た
で
す
ね
。

こ
う
し
た
若
手
研
修
会
は

継
続
し
て
実
施
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」

　

ち
な
み
に
人
材
確
保
に

関
し
て
は
、
積
極
的
に
出

前
授
業
を
実
施
す
る
広
島

組
合
の
場
合
、
高
校
生
に

よ
る
組
合
所
属
の
内
装
会

社
へ
の
就
職
希
望
も
多
い

と
い
う
（
近
年
は
売
手
市

場
の
た
め
大
手
に
取
ら
れ

て
い
る
状
況
に
あ
る
）。

と
こ
ろ
が
高
校
生
の
新
卒

採
用
は
さ
ま
ざ
ま
な
基
準

が
あ
り
、
会
社
側
も
相
応

な
体
制
整
備
が
求
め
ら
れ

る
。
今
後
は
組
合
員
の
受

け
入
れ
体
制
整
備
を
含
め

た
対
策
を
組
合
事
業
と
し

て
実
施
し
て
い
く
と
い
う
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
、
新

し
い
事
業
と
し
て
進
行
中

な
の
が
、
教
育
情
報
委
員

会
が
主
体
と
な
っ
て
進
め

て
い
る
、
職
人
育
成
の
た

め
の
動
画
制
作
だ
。

　
「
若
手
研
修
会
と
目
的

は
似
て
い
ま
す
が
、
新
人

の
職
人
に
基
礎
的
な
こ
と

を
学
ん
で
も
ら
う
た
め
の

動
画
を
製
作
し
て
い
ま

す
。多
く
の
新
人
職
人
が
、

親
方
に
つ
い
て
も
な
か
な

か
教
え
て
く
れ
な
い
と
い

っ
て
悩
ん
で
い
ま
す
。
昔

の
よ
う
に『
見
て
覚
え
ろ
』

で
は
つ
い
て
き
て
は
く
れ

ま
せ
ん
。
動
画
で
す
べ
て

を
学
べ
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
基
礎
を
学
ぶ

手
助
け
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
」

　

現
在
、
委
員
会
メ
ン
バ

ー
の
事
業
所
の
一
角
に
撮

影
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
制

作
中
と
の
こ
と
。
撮
影
・

編
集
は
専
門
会
社
に
依
頼

し
本
格
的
な
動
画
に
な
る

予
定
だ
。
完
成
後
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
組
合
員
専
用

ペ
ー
ジ
を
新
設
（
こ
ち
ら

は
広
報
渉
外
委
員
会
が
担

当
）
し
て
掲
載
、
組
合
員

な
ら
誰
で
も
活
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
と
い
う
。

識
で
き
ま
せ
ん
し
、
そ
れ

で
は
情
報
を
入
手
し
た
こ

と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
も

っ
と
勉
強
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
入
手
で
き

た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
発

信
し
組
合
員
と
共
有
す
る

仕
組
み
が
な
け
れ
ば
伝
え

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
う
い
っ
た
仕
組
み
づ
く

り
を
最
優
先
課
題
と
し
て

取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」

　

共
有
す
る
仕
組
み
と
し

て
は
、
現
在
制
作
中
の
組

合
員
専
用
ペ
ー
ジ
に
加
え

て
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

を
活
用
し
た
Ｄ
Ｘ
化
は
不

可
欠
で
あ
る
。
そ
こ
で
総

務
委
員
会
が
中
心
と
な
り

組
合
員
実
態
調
査
ア
ン
ケ

ー
ト
を
準
備
中
で
、
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア

カ
ウ
ン
ト
な
ど
も
調
査
す

る
な
ど
情
報
共
有
の
仕
組

み
を
模
索
中
だ
。

　
「
実
態
調
査
が
で
き
れ

ば
、
組
合
員
の
業
態
も
明

ら
か
に
な
り
、
ど
の
よ
う

な
事
業
が
必
要
な
の
か
も

明
確
に
な
り
ま
す
。
情
報

共
有
の
仕
組
み
の
構
築
と

と
も
に
課
題
の
拾
い
出
し

も
実
施
し
ま
す
」

　
「
こ
の
よ
う
な
情
報
共

有
の
あ
り
方
は
、
日
装
連

と
も
構
築
で
き
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

宮
本
理
事
長
は
法
定
福
利

費
問
題
の
改
善
を
重
点
課

題
に
掲
げ
て
い
ま
す
が
、

我
々
も
地
元
で
働
き
か
け

る
こ
と
で
効
果
は
高
ま
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
中
央

と
地
方
が
連
携
し
て
内
装

業
界
を
良
く
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
」
と
語
る
岡
田

理
事
長
で
あ
っ
た
。

　
「
理
事
長
に
な
り
、
組

合
、
あ
る
い
は
中
国
ブ
ロ

ッ
ク
会
と
し
て
国
交
省
な

ど
行
政
機
関
と
情
報
交
換

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

増
え
た
の
で
す
が
、
実
は

行
政
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
る

に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
れ

を
我
々
が
知

ら
な
い
、
理

解
し
て
い
な

い
、
と
い
う

こ
と
が
と
て

も
多
い
こ
と

に
気
付
き
ま

し
た
。
組
合

に
は
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
が

入
っ
て
き
ま

す
が
、
我
々

に
知
識
が
足

り
な
け
れ
ば

そ
の
情
報
の

重
要
性
が
認
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時
代
に
合
っ
た
事
業
を
行
う
た
め

組
織
改
革
を
実
行

最
優
先
課
題
は
情
報
共
有

必
要
な
情
報
を
伝
達
す
る
仕
組
み
構
築
へ

委
員
会
主
体
で
新
事
業
を
実
施

若
手
の「
定
着
」に
向
け
た
施
策
に
注
力

国
交
省
・
中
国
地
方
整
備
局
と
の

意
見
交
換
会

岡田理事長

「若手研修会」参加者




